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□ 科目  国語総合 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 伊勢物語 芥川     

□ 本時の目標  芥川の段を現代の物語に書き換えることにより，文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わうことができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全４時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 前時までの学習内容の振り返り。 

 ○ 前時までの学習内容を確認する。 

 

２ 本時の目標を確認する。 

 

 

 

３ 現代の物語に書き換える。 

 ○ 本文を音読し，前時までに読み取った

内容を想起する。 

 ○ 本文の口語訳を参考に，現代の物語に

書き換える。 

 ○ 男，女のいずれかの視点で，まずは前 

半部分を書き換える。 

 ○ 生徒の作品について，優れている点を 

評価する。 

 ○ 後半部分を書き換えるに当たり，どの 

ような工夫が考えられるか，どのような 

ことに留意すべきかを考える。 

 ○ 後半部分を書き換える。 

 

 

４ 本時の学習内容の確認と次時の予告。 

 ○ 作品を読み返し，分かりにくい部分が

ないかを確認した上で提出する。 

・芥川の段に描かれた物語の世界，前半

と後半のつながりや描かれ方の違いに

ついて学習したことを振り返らせる。 

 

 

  

 

 

・数人を指名して音読させる。人物の心

情，場面など前時までに読み取った内

容を想起させる。 

 

・書くための時間は１０分程度とし，数

名に発表させる。 

・生徒の作品は投影機を用いてスクリー

ンに映す。 

・工夫については創作に生かすよう指示

し，留意すべきことについては，数名

に発表させる。不十分な点は補足する。 

・うまく書き進めることができない生徒

に対しては，机間指導により助言する。 

 

 

・完成しなかった場合は，次時までの課

題とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章に描かれた

人物，情景，心

情などを表現に

即して読み味わ

うことができ

る。〔読む能力〕

（作品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 伊勢物語 芥川の段の本文。 

  昔、男ありけり。女のえ得まじかりけるを、年を経てよばひわたりけるを、からうじて盗み出でて、い

と暗きに来けり。芥川といふ川を率て行きければ、草の上に置きたりける露を、・・・ 

 

○ 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂では，各科目及び領域の内容の(1)に指導事項を示すとともに，これまでは内容の取扱いに示

していた言語活動例を内容の(2)に位置付け，再構成しています。これは，内容内容内容内容のののの指導指導指導指導にににに当当当当たってたってたってたって，，，，(1)(1)(1)(1)にににに

示示示示すすすす指導事項指導事項指導事項指導事項をををを(2)(2)(2)(2)にににに示示示示すすすす言語活動例言語活動例言語活動例言語活動例をををを通通通通してしてしてして指導指導指導指導することをすることをすることをすることを一層明確一層明確一層明確一層明確にするにするにするにするとともに，各教科・科目等に

おける言語活動の充実に資するためです。 

○ 本時の学習活動３では，古典古典古典古典をををを現代現代現代現代のののの物語物語物語物語にににに書書書書きききき換換換換えるえるえるえる言語言語言語言語活動活動活動活動を行います。人物，情景などについて

のイメージを具体的にもったり，人間，社会，自然などに対する書き手や文章中の人物の考えや感情を想像

したりすることで，文章の内容や表現を一層深くとらえることができるようになります。 

 

■  古典を現代の物語に書き換える活動を行わせるに当たっては，口語訳口語訳口語訳口語訳とそっくりにならないようにとそっくりにならないようにとそっくりにならないようにとそっくりにならないように

させることが必要です。今回は，男または女のいずれかの視点で書かせることで，口語訳とそっくり

にならないようにさせています。 

    

    登場人物登場人物登場人物登場人物のののの視点視点視点視点でででで書書書書かせるかせるかせるかせる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

指導事項指導事項指導事項指導事項をををを言語活動例言語活動例言語活動例言語活動例をををを通通通通してしてしてして指導指導指導指導することをすることをすることをすることを一層明確一層明確一層明確一層明確にににに    

文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わおう。 
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■  古典を現代の物語に書き換える活動を行わせるに当たって，どのようなどのようなどのようなどのような工夫工夫工夫工夫がががが考考考考えられるかえられるかえられるかえられるか，，，，どのどのどのどの

ようなことにようなことにようなことにようなことに留意留意留意留意すべきかすべきかすべきかすべきかを十分に考えさせることが必要です。今回は，前半部分を書いたところで

一旦中断させ，考えさせる時間をとっています。 

    

    工夫工夫工夫工夫すべきすべきすべきすべき点点点点，，，，留意留意留意留意すべきすべきすべきすべき点点点点についてについてについてについて十分十分十分十分にににに考考考考えさせるえさせるえさせるえさせる    

 

○○○○    古典古典古典古典のののの言葉言葉言葉言葉とととと現代現代現代現代のののの言葉言葉言葉言葉とのとのとのとの関係関係関係関係をををを意識意識意識意識したりしたりしたりしたり，，，，古典古典古典古典のののの書書書書きききき手手手手

やややや文章中文章中文章中文章中のののの人人人人々々々々とととと，，，，現代現代現代現代のののの人人人人々々々々とのとのとのとの共通点共通点共通点共通点やややや相違点相違点相違点相違点をををを考考考考えたりすえたりすえたりすえたりす

るるるることができることができることができることができる。。。。     

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
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「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  日本史Ｂ 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 幕政の改革～田沼時代     

□ 本時の目標  ○田沼意次という人物について，どのような歴史的事象にかかわる解釈に基づいて評価さ

れているかに気付くことができる。 

○田沼意次の評価の理由を具体的な根拠をあげて，論理的に説明することができる。 

□ 学習の流れ（４時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 既習事項を振り返る。 

○田沼意次はどんな人ですか？  

２ 本時の目標を確認する。 

○川柳「役人の子はにぎにぎを

よくおぼえ」は何を表現して

いるのかを文章で表現する。 

○株仲間・専売制の奨励は田沼

時代だけの政策ですか？ 

○吉宗からの継続した政策にも

関わらず，なぜ田沼意次の時

代だけこのような評価が行わ

れるのでしょうか？ 

３ 歴史解釈の違いを考察す

る。 

○大正時代や昭和２０年代の教

科書にどのように書かれてい

たのか，気付きをあげてみま

しょう。 

○大正・昭和の教科書と比べて，

今の教科書の違いは何か，気

付きをあげてみましょう。 

○辻善之助東京大学史料編纂所

初代所長が著した『田沼時代』

を紹介する。 

４ 本時のまとめ 

○田沼意次という人物の評価に

はどのような評価があり，な

ぜ大きく分かれるのか，根拠

とともに説明しよう。 

・小学校・中学校の歴史の授業を想起させる。 

賄賂政治のイメージや貿易に力を入れた人など 

・「にぎにぎ」に注目させ，役人は誰から，なぜ賄賂

をおくられたのかを理解できるようにする。 

 商業政策として株仲間の公認，専売制度の拡張のために特定商人に

座を組織させたため，幕府役人の間に賄賂・縁故の人事が横行 

・享保の改革を行った徳川吉宗の政策を継承している

ことに気付かせる。 

・理由をワークシートに各自文章で予想させる。 

・このような悪評が田沼時代の次の寛政の改革の時期

に定着したのは，改革政治を，前の時代を批判する

ことで展開したことに気付かせる。 

 

 

・江戸時代の中で「田沼時代」という政治家の名前が

ついている時代は他にないことと関連付けて説明す

る。 

 

・大正・昭和 20 年代の教科書は田沼を金権政治家と

しての記述であるのに対して，今の教科書は「意次

の政策は，商人の力を利用しながら，幕府財政を思

い切って改善しようとするものであり，これに刺激

を受けて，民間の学問・文化・芸術が多様な発展を

とげた。」と，異なることに気付かせる。 

・田沼は初めての定量の計数銀貨の鋳造，長崎貿易の

政策を転換し金銀の輸入を進める等の政策を行っ

たことを説明し，田沼政治を発想の転換をした積極

的な政策と評価した歴史学者の見方を説明する。 

・二極化する人物評価を対比させ，その根拠とともに

表現できるように，表現方法の確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大正・昭和・現

在の教科書記述の

具体的な違いが指

摘でき，現在の教

科書記述が歴史学

者の見方を反映し

ていることが説明

できる。 

〔資料活用の技能〕 

〔思考・判断・表現〕 

（ワークシートの

記述） 

 

 

 

 

 

どのようなどのようなどのようなどのような思考力思考力思考力思考力・・・・判断力判断力判断力判断力・・・・表現力等表現力等表現力等表現力等のののの育成育成育成育成をををを目指目指目指目指すのかすのかすのかすのか    

 

    

    

○ 今回の改訂の要点である歴史を考察し表現する活動の重視は，内容「（１）原始・古代の日本と東アジア 

ア 歴史と資料」，「（２）中世の日本と東アジア ア 歴史の解釈」，「（３）近世の日本と世界 ア 歴史

の説明」，「（６）現代日本の政治と国際社会 ウ 歴史の叙述」の一連の学習を，通史的な学習内容とか

かわらせて計画的に実施することで，歴史学習にかかわる技能を段階的に高めることを意図しています。 

○ 「（３）近世の日本と世界 ア 歴史の説明」では，歴史的事象については立場や見方の違いによって複

数の歴史的解釈が成り立つことに気付かせ，それぞれの解釈を成り立たせる根拠や論理を踏まえ，筋道立

てて考えを説明する力を身に付けさせることとしています。 

○ 今回の改訂で地理歴史科では，思考力・判断力・表現力等を育成する観点から，各科目において，様々な

資料を活用した学習を一層重視して内容の構成が図られています。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

諸資料諸資料諸資料諸資料をををを活用活用活用活用してしてしてして歴史歴史歴史歴史をををを考察考察考察考察しししし表現表現表現表現するするするする学習学習学習学習をををを重視重視重視重視（（（（日本史日本史日本史日本史Ｂ）Ｂ）Ｂ）Ｂ）    

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 歴史は過去のことで，歴史は変わらないと思って 

いる生徒が多いですが，同じ歴史的事象でも，歴史 

学者の立場や考え方によって解釈が異なることを理 

解させ，教科書記述を歴史的事象と解釈に区別する 

方法を身に付けさせるようにします。 

 

教科書教科書教科書教科書のののの記述記述記述記述をををを比較比較比較比較するするするする学習過程学習過程学習過程学習過程をををを組組組組みみみみ込込込込みみみみ，，，，歴史的歴史的歴史的歴史的事象事象事象事象とととと解釈解釈解釈解釈をををを区別区別区別区別させるさせるさせるさせる    

■ 田沼意次という一人の人物に限って考えても，歴史的な解釈が大きく二分されます。その評 

価の根拠となる立場や考え方（価値観，歴史観）のみならず，その時代背景が影響して歴史的事

象の持つ意味が変化することを理解することで，「現代社会をどのように見るか」の視点にもなり

ます。同じ社会的事象を見ても，その事象の持つ意味が異なれば見えてくるものが違うことを，

日本史の授業で具体的に展開し，生徒自身が理解できたことを文章で説明できるような指導を行

います。 

        歴史学者歴史学者歴史学者歴史学者がががが，，，，歴史的事象歴史的事象歴史的事象歴史的事象をどのようをどのようをどのようをどのようなななな立場立場立場立場やややや考考考考ええええ方方方方にににによってよってよってよって解釈解釈解釈解釈しししし評価評価評価評価しているかしているかしているかしているか    

についてについてについてについて考察考察考察考察させさせさせさせ，，，，あるあるあるある人物人物人物人物やあるやあるやあるやある政策政策政策政策のののの評価評価評価評価がががが分分分分かれたりかれたりかれたりかれたり一定一定一定一定のののの期間期間期間期間をををを経経経経てててて転換転換転換転換しししし    

たりするのたりするのたりするのたりするのはなぜはなぜはなぜはなぜかかかかについてについてについてについて自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを説明説明説明説明させるさせるさせるさせる    

なぜ田沼意次とい

う人物は，歴史的な

見方が大きく二分

されているのでし

ょう。 

教科書の記述を比較して，

歴史的事象（歴史事実）と

解釈を区別してみよう。 

歴

史

的

事

象 

歴 史 

解 釈 

Ｂ 

価値観・歴史観 

価値観・歴史観 

歴 史 

解 釈 

Ａ 

歴史をみる視点・立場Ａ 

歴史をみる視点・立場Ｂ 

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

○○○○    田沼意次田沼意次田沼意次田沼意次のののの政治政治政治政治のののの複数複数複数複数のののの歴史的解釈歴史的解釈歴史的解釈歴史的解釈がががが，どのようなどのようなどのようなどのような論理論理論理論理でででで成成成成りりりり

立立立立っているのかっているのかっているのかっているのか，，，，資料資料資料資料をもとにをもとにをもとにをもとに筋道立筋道立筋道立筋道立てててててててて説明説明説明説明することができるすることができるすることができるすることができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    
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□ 科目  現代社会 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 現代の経済社会と経済活動の在り方     

□ 本時の目標  日本銀行の役割を理解する。 

□ 学習の流れ（１時間目／全７時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 日本銀行のしくみと役割を説明する。  

発問：日本銀行はどのような仕事をしてい

るのだろうか。 

 

２ 景気変動と通貨量の関係について説明

する。 

 ○ 好況期と不況期における生産量，物

価，雇用形態と通貨量の関係を説明す

る。 

 

３ 景気の４局面のうち，好況期，不況期 

において実施する金融政策（公開市場操 

作，公定歩合操作，預金準備率操作）の 

モデル図をワークシートに作成する。 

 

 

 

４ 発表 

○ グループで話し合った内容を代表者

が発表する。  

 

５ 振り返り 

○ 他グループの発表内容や質問内容を

基に，自分の発表内容を再度考察する。 

 

６ まとめ 

○ 日本銀行は貨幣価値を維持し物価を

安定させるために金融政策を行い，社会

を安定化させていることを説明する。 

 

７ レポート作成 

○ 本時の学習で学んだことや疑問に思

ったこと，次時までの課題をレポートに

まとめる。 

・パンフレットなどの視聴覚教材を

用いる。また，理解を深めるため

に，自分たちの生活に身近な話題

を取り上げるようにする。 

 

・前時までに学んだ貨幣の役割，信 

用創造，景気変動の構造を思い出 

させながら説明する。 

 

 

・５人ずつのグループを編成する。 

・ワークシートに実施前と実施後の

社会状況（通貨量，雇用，物価等）

を記入する欄を設ける。 

・矢印の方向だけでなく，長さや太

さにも根拠をもつよう指導する。 

 

 

・根拠を示すとともに，話し合いの

過程も説明するよう指導する。 

 

 

・個人学習に戻す。 

・自分の考えと他人の考え及び発表 

後の自分の考えを比較検討させる。

 

 

 

 

 

 

・冒頭に結論を書き，その後に理由

を書くよう指導する。 

・事実と個人の感想や意見を分けて

書くよう指導する。 

日本銀行の業務と自分

の生活とのかかわりに興

味・関心を持ち、主体的

に考えようとしている。 

〔関心・意欲・態度〕（発

表） 

 

 

 

 

金融政策を多面的に考

察し，モデル図を作成す

ることができる。 

〔思考・判断・表現〕（ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自らの知識・技能を活

用し，適切な構成展開の

レポートを作成すること

ができる。〔思考・判断・

表現〕（レポート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ モデル図を作成するには，「何を書くのか，書かないのか」，「どのように書くのか」を総合的に判

断しなくてはならず，持っている知識や概念を総動員する必要があります。また，イラストや表を

挿入する場合は，全体の構成やレイアウトを考慮しなくてはなりません。 

生徒は，習得した知識を大いに活用して表現する力を伸ばすことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 作成したモデル図を他人が見たとき，分かりやすいものでなければなりません。 

そのためには，まず，使用する用語が分かりやすいものでなければなりません。金融をはじめと

する多くの経済用語は難解なものが多いため，分かりやすくするためには，日常生活日常生活日常生活日常生活でででで使用使用使用使用するこするこするこするこ

とばにとばにとばにとばに言言言言いいいい変変変変えたりえたりえたりえたり，，，，具体例具体例具体例具体例をををを示示示示すすすす必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。 

さらに，背景背景背景背景ややややスペーススペーススペーススペースなどなどなどなど，，，，デザインデザインデザインデザインをををを工夫工夫工夫工夫するするするすることにより，特に強調したい部分を明確にするこ

とも必要です。 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

 

○○○○    あるあるあるある出来事出来事出来事出来事のののの背景背景背景背景やややや因果関係因果関係因果関係因果関係をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし，，，，自分自分自分自分のののの考考考考えをまとめえをまとめえをまとめえをまとめ，，，，論述論述論述論述

することすることすることすることができるができるができるができる。。。。    

 

    

    

○ 現代社会では，大項目（１）で，このこのこのこの社会社会社会社会のののの在在在在りりりり方方方方をををを考察考察考察考察するするするする基盤基盤基盤基盤としてとしてとしてとして「「「「幸福幸福幸福幸福，，，，正義正義正義正義，，，，公正公正公正公正」」」」

などなどなどなどをををを理解理解理解理解させさせさせさせ，ここここれを基に，大項目（２）において，現代社会について倫理，社会，文化，政治，

法，経済，国際社会など多様な角度から理解させるとともに，自己とのかかわりに着目させて，現代

社会に生きる人間としての在り方生き方について考察させます。さらに最後の大項目（３）では，こ

の科目のまとめとしてこれまでの学習成果を活用して課題を探究させ，人間としての在り方・生き方

について考察を深めさせることになっています。 

○ 「言語活動」が全教科で必要になったことから，知識が拡散する一問一答的な学習ではなく，拡散

した知識をあるモデル図や視点に集約させるような工夫が必要です。 

  

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

社会社会社会社会のののの在在在在りりりり方方方方をををを考察考察考察考察するするするする基盤基盤基盤基盤としてとしてとしてとして「「「「幸福幸福幸福幸福，，，，正義正義正義正義，，，，公正公正公正公正などなどなどなど」」」」をををを位置付位置付位置付位置付けけけけ    

モデル図を作成させる 

 

分かりやすいモデル図作成のための工夫を行う 

公開市場操作 

民
間
金
融
機
関
 

民
間
金
融
機
関
 

個
人
・
企
業
 

個
人
・
企
業
 

景
気
抑
制
 

景
気
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激
 

買いオペレ

ーション 

売りオペレ

ーション 

公債・手形な

ど買い上げ 

公債・手形

など売却 

貸
出

増
 

貸
出

減
 

（日本銀行） 

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語

活
動
の

充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  数学Ⅱ 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 いろいろな式 

□ 本時の目標  不等式の証明を通じて数学の論証についての理解を深め，具体的な問題解決に不等式

を活用して，筋道を立てた論証をすることができる。 

□ 学習の流れ（１４時間目／全１４時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 他者の解答について納得で

きるかどうかを考える。 

 

 

 

 

２ 解答において納得できない

部分はなぜかをグループで討

議する。 

 

 

 

３ 解答を修正する。 

 ○ 個人で考える。 

○ 修正した解答をグループ

内で討議する。 

 

４ 修正した解答を３グループ

の代表者が説明する。 

 

 

５ 本時のまとめと次時の予告 

 ○ 本時の学習を振り返り，

次時までの課題を確認す

る。 

・前時の課題の解答例を１つ取り上げて，解答におい

て納得のできない部分をワークシートに書き込ませ

る。 

・既習事項（等号成立・必要十分条件）について留意

する。 

 

・論理の展開についても注意を払うように指示する。 

・お互いに意見を述べる際には，根拠を明確にして説

明するように促す。 

・論理の筋道が正しいかどうか，推論の必要十分性に

ついても吟味するように促す。 

 

・修正する際に，根拠を記述させる。 

・他者の意見から修正すべき部分の追加を記入させ

る。 

 

・他のグループにも参考となる考えを発表させる。 

ＩＣＴ（書画カメラ）を活用してポイントを明確に

する。 

 

・［解答］を作成する際に，他者を説得できるような

根拠に基づいた明確な論理を展開し，言葉の説明文

を記述する。 

・（課題）傍用問題集を用いて演習を行い，学習内容

を定着させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不等式の証明を

通じて数学の論証

についての理解を

深め，具体的な問

題解決に不等式を

活用して，筋道を

立てた論証をする

ことができる。〔数

学的な見方や考え

方〕（行動観察・発

言，ワークシート

の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

解答を提示 

  

 

思考の振り返り 

ができるワーク 

シートを工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂で，数学的活動を一層重視し，「自自自自らのらのらのらの考考考考えをえをえをえを数学的数学的数学的数学的にににに表現表現表現表現しししし根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして説明説明説明説明したりしたりしたりしたり，，，，

議論議論議論議論したりすることしたりすることしたりすることしたりすること。。。。」として数学的活動を通して思考力・表現力を目指しています。 

○ 本事例では，「問題の解決で，誤った解答に対しては，どこが誤りか，誤誤誤誤っているとっているとっているとっていると言言言言えるえるえるえる理由理由理由理由はははは何何何何かかかか，

どこをどのように修正すれば正答になるかなどを生徒に考えさせ説明説明説明説明させるさせるさせるさせる。」ことによって，自ら推測し

た考えを数学的に立証し，他者と自己の論拠・推論とを比較し，論証の内容・表現・質を相互に評価し，よ

り一般性のある考えや論証を構成することができるようになります。 

 

■  問題演習においては正解を提示しがちですが，生徒が自分の作成した解答を客観的に捉え直すこと

ができるように，生徒の解答例を取り上げたり，思考過程を記入させるなど，ワークシートを工夫し

てみましょう。 

    論理論理論理論理をををを明確明確明確明確にににに表現表現表現表現するためするためするためするためワークシートワークシートワークシートワークシートをををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

「「「「数学的活動数学的活動数学的活動数学的活動」」」」でででで，，，，自自自自らのらのらのらの考考考考えをえをえをえを根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして説明説明説明説明することをすることをすることをすることを重視重視重視重視    

 

    活用活用活用活用においてにおいてにおいてにおいて体体体体系的系的系的系的なななな思考思考思考思考をををを深深深深めるめるめるめる振振振振りりりり返返返返りをりをりをりを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる    

■  既習事項の振り返りをさせることによって，根拠が何であるかを明確にでき，それを記述させるこ

とによって，推論が正しいかどうか判断できるようになります。 

また，このような取組みによってグループ内で他者を説得し，説明し合う活動も充実します。 

工夫 

，

 

○○○○    他者他者他者他者のののの解答解答解答解答のののの数学的推論数学的推論数学的推論数学的推論のののの論拠論拠論拠論拠をををを議論議論議論議論しししし，，，，根拠根拠根拠根拠にににに基基基基づいたづいたづいたづいた一般一般一般一般

性性性性のあるのあるのあるのある考考考考えやえやえやえや論証論証論証論証をををを構成構成構成構成することができるすることができるすることができるすることができる。。。。        

○○○○    推論推論推論推論をををを言葉言葉言葉言葉でででで表現表現表現表現することですることですることですることで，，，，正正正正しいしいしいしい数学的推論数学的推論数学的推論数学的推論によってによってによってによって得得得得らららら

れたれたれたれた結果結果結果結果にににに基基基基づいてづいてづいてづいて合理的合理的合理的合理的にににに判断判断判断判断することができるすることができるすることができるすることができる。。。。    

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力，，，，

判断力判断力判断力判断力のののの育成育成育成育成 

設定した言語活動を通して育てたい力 

言
語
活
動
の
充
実
 



「言語活動の充実」に関する指導資料 

 

 

 

 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 科目  生物基礎 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 生物の共通性と多様性     

□ 本時の目標  原核生物と真核生物の観察を行い，その姿は多様であっても，どちらも細胞が基本単位で

あることを理解する。また，それぞれの生物の特徴を比較したり，関連付けたりするなどの

考察をする。 

□ 学習の流れ（３時間目／全１０時間） 

学習活動 指導上の留意事項 
評価規準〔観点〕

（評価方法） 

１ 前時の学習内容をミニテス

トで簡単に復習する。 

 

 

２ 本時の学習目的を理解し，仮

説を立てる。 

 

 

３ グループごとに，次のＡ～

Ｄを分担して観察する。 

Ａ口腔内上皮細胞と口内細菌 
Ｂチョウチンゴケの葉状体 
Ｃネンジュモ 
Ｄヨーグルトの乳酸菌 

 

４ 特徴を捉えた簡単なスケッ

チを行い，細胞全体や主な細

胞小器官の大きさをミクロメ

ーターで測り，記録する。そ

の他の気づきもメモにとる。 

  

５ グループ内で相互観察を行

い，他の生徒の観察結果を共

有し，観察した生物の共通点

と相違点について話し合い，

観察レポートに自分の考えを

記入する。 

 

６ 本時のまとめと次時の予告 

・原核生物（細胞）と真核生物（細胞）の特徴を復習
させる。 
・観察レポート用紙の配布 
 
・本観察の目的をしっかりつかませた上で，観察する
細胞の大きさとその順序やその他の特徴について
根拠に基づき適切な表現で仮説を立てさせる。 
 
・観察時間を十分にとるため，スライドを活用して観
察方法を簡潔に説明する。 
・原核生物（細胞）：口腔内上皮細胞，チョウチンゴケ 
真核生物（細胞）：口内細菌，ネンジュモ，乳酸菌 
であることは伝える。 
 
 
 
・中学校で学習した細胞小器官の存在や大きさの違い
等に注目できるように誘導する。 
 
 
 
 
・ネンジュモの 1個の細胞とチョウチンゴケの 1個の
葉緑体の大きさがほぼ等しいなど，後の単元の内容
（共生説）に関連する気付きがあるグループを確認
しておく。 
・グループ内での協議を踏まえた上で，自分の考えを
導き出すよう促す。 
 
 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

・顕微鏡観察を正

しく行っている。

〔観察・実験の技

能〕（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・原核生物と真核

生物の共通点と相

違点を自分の考え

でまとめている。

〔思考・判断・表

現〕（観察レポー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

高等学校      の事例 

 

 

 

 

○ 年間の指導計画を見通して，観察や実験などを十分に行い，生徒が結果を分析して解釈するための機会

やそれらを行うための時間を確保しましょう。 

○ 観察，実験などの結果を分析し解釈して自らの考えを導き出す学習活動においては，生徒に観察や実験

の目的を十分理解させ，生徒が主体的に取り組むようにしましょう。 

○ また，科学的な思考力や判断力を育成するため，生徒一人一人にじっくり考えさせるとともに，グルー

プで協議させた後，自らの考えをまとめさせましょう。 

○ 自らの考えを表現する学習活動においては，特に，初期の段階では思考を促し表現させるような指導が大

切です。また，口頭での発表，プレゼンテーション，報告書の作成など，多様な表現活動の機会を設定す

ることが大切です。報告書を作成させる際には，その見通しをもたせるため，例えば，前年度の報告書など

を参考として提示し，活用させましょう。 

■ 高等学校理科の目標には，「観察，実験など・・」の前に「目的意識をもって」が新たに加わりま

した。学習活動２のように，観察，実験の目的を一人一人の生徒に明確に把握させた上で，根拠に基

づき，論理的で適切な表現による仮説を立てさせましょう。 

 観察，実験の目的を明確にし，根拠に基づいた仮説を立てさせる 

新学習指導要領では 

観察，実験などの結果を分析し解釈して自らの考えを導き出し， 

それらを表現するなどの学習活動を充実 

 観察，実験の結果についてグループで協議し，それを踏まえてレポートを作成 

目的を述べ，プリントに示

した手順にしたがって観

察，実験を行わせる。 
改善

演示実験や映像等を用いて，観察，実験の目的を生徒一人一人に

把握させ，根拠に基づき，論理的で適切な表現による仮説を立て

させ，観察，実験を行わせる。 

■ 仮説を立てにくい観察，実験の場合は，観察，実験の方法を考え，表現させる，なども考えられ

ます。 

■ 理科において言語活動の充実を図るためには，「比較や分類，関連付けといった考えるための技法，

帰納的な考え方や演繹的な考え方などを活用して説明する」などの活動が重要です。 

学習活動５のように，一人一人の考えを深めるためにグループで話し合った後，自分の言葉で，自

らの考えを導き出す学習活動を充実させましょう。また，話し合った内容を整理して人に分かるよう

に説明するなどの表現させる機会を設けることも重要です。 

観察，実験の結果を各

自でワークシート等

に記入するのみ。 
改善

各自で記入した後，グル

ープで話し合い，整理し

たり発表したりする。 

■ 発表の場では，聞く側に質問や意見を言わせた

り，発表者に質問に対して答えさせたりするなどの

活動も取り入れましょう。 

結果 
○○○○○○○○ 

考察 
○○○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

ホワイトボード

を活用して，グ

ループで話し合

ったことを整理

し，プレゼンテ

ーションをさせ

るなどの工夫 

比較と関連付けの一例 

 
○ 原核生物と真核生物の共通点と相違点に着目して，根拠に基づい

て仮説を設定したり，結果を考察したりして，それを表現すること

ができる。 

設定した言語活動を通して育てたい力 科学的な思考力，

判断力・表現力の

育成 

言
語
活
動
の
充
実 

指導のポイント 

言
語
活
動
の
充
実



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  体育 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 球技 ゴール型「ハンドボール」 

□ 本時の目標 班の課題に応じた練習や相手の戦術に応じた作戦を設定できるようにする。（思考・判断） 

□ 学習の流れ（９時間目／全 12時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 準備・補強運動，挨拶 

２ 本時のねらいを確認する。 

 

 

３ 班ノートで本時の班のねら

いを確認する。 

  

 

 

４ 班別練習を行う。 

 ・ボール操作のウォーミング

アップ練習 

 ・フォーメーションやセット

プレーなど役割に応じた動

きを確認する。 

 

 

 

 

５ ゲーム（７対７，ハーフ） 

①ゲーム（６分） 

②審判，得点係，集計係 

③話合い（or 試合の観戦） 

のローテーションで行う。 

 

６ 整理運動・片付け 

７ 本時のまとめを行う 

・よかった点と課題を確認し，

班ノートに記録する。 

８ 次時の説明 

 

 

 

 

 

・前回までのゲームのデータ集計票を配布し，それを

基に練習メニューを話し合わせる。 

・攻撃の幅を広げるための話合いになるように，ポス

ト攻撃，速攻，サイド攻撃など，これまでの得点パ

ターンの確認をさせる。 

 

・個人技能（ドリブル，パス，シュート）の練習を中

心に行わせる。 

・攻撃方法についてのポイントを確認させる。 

・改善点等を自由に発言し，班ノートにメモをさせる。

その際，全員が順番にコート外から見る機会をつく

り，動きの確認をさせる。 

・作戦ボードを使い，ゲームをイメージさせる。 

・タイミングをつかむため，ゆっくり動き確認させる。 

・相手の班を分析するポイントをアドバイスする。 

 

・集計係はシュート内容，攻撃方法の特徴を集計用紙

にメモさせる。 

・ゲームから感じ取ったことを表現し，考えを伝え合 

い，他者の思いを受けとめるようアドバイスする。

 

 

 

・班で交流し，次時に向けて話し合わせる。 

 

・次時は，攻撃に対応した防御方法を学ぶことを確認 

させる。 

 

 

 

・班の 

課題解決に有効な

練習方法を見付け

ている。 

〔思考・判断〕 

（班ノート） 

 

 

 

 

 

・対戦相手に応じ

た作戦を選択して

いる。 

〔思考・判断〕 

（班ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

■ ゲームのデータや班ノートなどを活用し，話話話話しししし合合合合いのいのいのいの方向性方向性方向性方向性を持たせましょう。 

■ 授業はじめに前時の反省点や本時の対戦相手のデータを確認し，班班班班ごとにごとにごとにごとに目標目標目標目標    

をををを設定設定設定設定しししし，，，，練習練習練習練習メニューメニューメニューメニューやややや作戦作戦作戦作戦，，，，戦術等戦術等戦術等戦術等をををを決定決定決定決定させましょう。 

■ 練習中の気づきや試合後に話し合った内容については記録記録記録記録をををを残残残残しししし，，，，そのそのそのその後後後後のののの    

    活動活動活動活動にににに活用活用活用活用させましょう。 

 

 

 

 

■ うまくいった感覚（ポイント）や感じ取ったこと 

を自分自分自分自分のののの言葉言葉言葉言葉でででで表現表現表現表現させましょう(=自分の感覚とことば 

のイメージを一致させる)。 

■ 図を用いたり，比喩表現や擬態語，擬音語など動動動動きききき    

ををををイメージイメージイメージイメージさせるさせるさせるさせる表現方法表現方法表現方法表現方法のののの工夫工夫工夫工夫をさせましょう。 

■ 作戦などの話し合いの場面で，合意合意合意合意をををを形成形成形成形成するためするためするためするため    

のののの適切適切適切適切なかかわりなかかわりなかかわりなかかわり方方方方を見付けさせましょう。 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                            のののの事例事例事例事例    

 

    

    

 

○ 今回の改訂では，筋道を立てて練習や作戦について話し合う活動などを通して，コミュニケーショコミュニケーショコミュニケーショコミュニケーショ

ンンンン能力能力能力能力やややや論理的論理的論理的論理的なななな思考力思考力思考力思考力のののの育成育成育成育成を促し，主体的主体的主体的主体的なななな学習活動学習活動学習活動学習活動を充実させることが示されています。      

○ 本事例では，データを基に，班の課題課題課題課題をををを見見見見つけつけつけつけ，，，，解決解決解決解決のののの方法方法方法方法をををを考考考考ええええ，，，，話合話合話合話合ったりったりったりったり，，，，記録記録記録記録をまとめをまとめをまとめをまとめさ

せます。また，練習や試合後に話話話話しししし合合合合いいいいや教教教教ええええ合合合合いいいいなどの時間を設けることで，相手の戦術に応じた

作戦や有効的な練習方法の選択など班の中で指摘し合うことで，自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを表現表現表現表現するするするする力力力力を育成する

ことができます。     

データデータデータデータ集計票集計票集計票集計票，，，，班班班班ノートノートノートノートをををを活用活用活用活用してしてしてして分析分析分析分析・・・・評価評価評価評価しししし考考考考えをえをえをえを深深深深めさせるめさせるめさせるめさせる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

    筋道筋道筋道筋道をををを立立立立てててててててて作戦作戦作戦作戦やややや課題解決課題解決課題解決課題解決のののの方法方法方法方法についてについてについてについて話合話合話合話合いをするいをするいをするいをする機会機会機会機会をををを設設設設けけけけ，，，，仲間仲間仲間仲間    

にににに説明説明説明説明するなどするなどするなどするなど，，，，互互互互いにいにいにいに自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを表現表現表現表現しししし伝伝伝伝ええええ合合合合ったりするったりするったりするったりする活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

思思思思ったことやったことやったことやったことや考考考考えたことえたことえたことえたこと，，，，イメージイメージイメージイメージやややや感覚感覚感覚感覚をををを言語化言語化言語化言語化，，，，文章化文章化文章化文章化してしてしてして整理整理整理整理してしてしてして説明説明説明説明させるさせるさせるさせる    

※※※※    体体体体をををを動動動動かすかすかすかす機会機会機会機会をををを適切適切適切適切（（（（十分十分十分十分））））にににに確保確保確保確保することすることすることすること 

■ 指導内容の精選を図り，話合いのテーマや学習の段階的な課題を明確にする。 

■ 具体的にアドバイスし，個に応じた運動量を最大限確保する。 

今日の対戦相手は○班です。データデータデータデータ集計票集計票集計票集計票やややや班班班班ノートノートノートノートをををを

活用活用活用活用しししし，，，，班班班班のののの課題課題課題課題，，，，相手相手相手相手のののの班班班班のののの特徴特徴特徴特徴をををを分析分析分析分析しししし，今日のね

らいと練習内容について話し合ってみよう！ 

集計内容集計内容集計内容集計内容    

シュート内容 

①得点者と種類 

②シュート位置，

角度 

攻撃方法 

①ポスト攻撃②速

攻③サイド攻撃④

その他（  ） 

■ポイント・・どのタイミング

どのように 

■比喩表現・・～みたいに， 

～な感じで 

■擬態語・・「トーン・トトッ」 

■擬音語・・「シュシュ」 

 

 

○○○○    提供提供提供提供されたされたされたされたデータデータデータデータやややや作戦作戦作戦作戦，，，，戦術戦術戦術戦術をををを基基基基にににに分析分析分析分析・・・・評価評価評価評価したことをしたことをしたことをしたことを，，，，

ことばやことばやことばやことばや文章文章文章文章でででで仲間仲間仲間仲間にににに説明説明説明説明することができるすることができるすることができるすることができる。。。。     

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

設定した言語活動を通して育てたい力 

言
語
活
動
の
充
実
 

班の課題や戦術に応じた練習をしよう。 

工

夫 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  音楽Ⅰ 

□ 学年  第１学年 

□ 題材名  三味線の魅力～勘所と音色を掴む 

□ 本時の目標  三味線固有の音色の特徴をとらえて鑑賞し，演奏表現に生かす。 

□ 学習の流れ （４時間目／全８時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ あいさつ 

２ 本時の目標の把握 

３ 前時の復習 

 

４ 音色の特徴の理解Ⅰ 

○ 三味線の発音原理や構造上

の特徴を客観的な理由として

あげながら，それらと音色や

響きの特徴を関連付けて，言

葉で表現し，グループで論じ

合う。 

 

 

 

 

５ 音色の特徴の理解Ⅱ 

○ 音色や響きの変化について

比較聴取し，聴き取ったこと

を学習カードに文字や絵で記

入する。 

○ 三味線固有の音色の特徴の

感じ取りを深めたことについ

て，言葉で表現し，他者に伝

える。 

 

６ 奏法の工夫 

 ○ 音色や響きについて表現意

図を持ち，楽器にふさわしい

音色を追求する。 

 

７ 掴んだことの確認と共有 

 

 

８ あいさつ 

○姿勢を正し，心を落ち着け，座礼をさせる。 

○本時の目標と流れを板書しておく。 

○基本的事項と奏法を確認して，既習曲を弾かせる。 

  

○発音原理では, 撥弦楽器であるが，一種の打楽器的要

素をもっていることに気付かせる。 

○構造上の特徴では，三線から三味線になった歴史的背

景にも触れ,楽器の材質(棹・糸・バチ・皮)や奏法など

から楽器の共通点や相違点を考えさせる。  

○生徒への発問は,学習の対象となる要素(音色)に焦点

を当て,焦点がぶれないよう留意する。 

・サワリによる音の効果 

・バチの材質(象牙と木)による音色の違い 

・空洞の胴，胴の内側に施した彫と音色との関連 

 

○比較聴取する楽器は，「撥弦楽器」の中から選定する。 

○比較聴取のポイントを，次の２点に絞る。 

・音色に焦点を当て響きの変化を知覚させること 

・音色に関連する右手の奏法を見取らせること  

○聴取したことや感受したことを，文字や絵などを使っ

て，できるだけ多く学習カードにメモさせる。 

○学習カードの記入内容を整理させ，それらを根拠とし,

音楽に関する言葉を適切に用いて言葉で表現させる。 

 

 

○鑑賞で掴んだことを生かすよう指示し，試行錯誤しな

がら練習させる。 

○二人組で協力し，互いに聴きあい，確認しあいながら，

音色や響きを工夫させる。 

 

○｢本時の目標｣を振り返らせ，感じ取ったこと，掴んだ

ことを発表させ,共有させる。次時の予告をする。 

 

○姿勢を正し，心を落ち着け, 座礼をする。 

 

 

 

 

・音色に着目して楽

器の構造や奏法に

よる響きの変化を

知覚し，それらの

働きによって生み

出される独特の雰

囲気などを感じ取

りながら，音色に

ついて根拠をもっ

て批評し，三味線

の音の多様性をと

らえて鑑賞してい

る。 

〔鑑賞の能力〕（学

習カード） 

 

 

 

・音色に着目して響

きの変化を知覚し，

それらの働きによ

って生み出される

音色，音の響きや表

情などを感じ取り

ながら音楽表現を

工夫し，表現意図を

もって楽器にふさ

わしい音色を追求

している。〔音楽表

現の創意工夫〕（学

習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

〔発問例〕 

 

 

■ 発問は,学習のねらいに迫り，思考力を高めるために重要です。学習の目標にかかわって対象となる

音楽音楽音楽音楽をををを形形形形づくっているづくっているづくっているづくっている要素要素要素要素のののの知覚知覚知覚知覚やややや感受感受感受感受に焦点を当て，何をポイントに聴けばよいか，何について考

えればよいかを明確にした発問を工夫しましょう。 

 

  

■ 批評するための根拠を見つけ出し，知覚・感受したことを音楽音楽音楽音楽にににに関関関関するするするする言葉言葉言葉言葉をををを適切適切適切適切にににに用用用用いていていていて伝伝伝伝えるえるえるえる

ことことことことが大切です。そのため，思考を整理できるような学習カードを作成するとよいでしょう。 

  (比較聴取における学習カードの例)  

楽器名 音色 響き 右手の奏法  材 質  音穴 備考 

三味線   

 

 

 

 

(棹) 

黒檀 

紫檀 

(バチ) 

象牙 

(糸) 

絹糸 

犬皮 

猫皮 
なし 

フレ

ット

なし 

三線   

 

 

 

 

(棹) 

黒檀 

紫檀 

(バチ) 

水牛 

象牙 

(絃) 

絹糸 
蛇皮 なし 

フレ

ット

なし 

クラシ

ックギ

ター 

  

 

 

 

 

 (ピック) 

(弦) 

ナイ

ロン 

－ あり 

フレ

ット

あり 

箏   

 

 

 

 

(胴) 

桐 

(爪) 

象牙 

(絃) 

絹糸 
－ あり 

柱あ

り 

 

 

 

 

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂で，歌唱・器楽・創作・鑑賞の各指導事項の１つとして「「「「音楽音楽音楽音楽をををを形形形形づくっているづくっているづくっているづくっている要素要素要素要素をををを知覚知覚知覚知覚

しししし，，，，それそれそれそれららららのののの働働働働きをきをきをきを感受感受感受感受してしてしてして」」」」活動活動活動活動をををを行行行行ううううことことことことが示されました。このことにより，表現したい音楽のイメ

ージを膨らませながら曲にふさわしい表現を工夫したり，楽曲全体の構成をとらえて鑑賞したりなどする力

の育成を目指しています。 

○ 楽曲や演奏について，生徒生徒生徒生徒がががが音楽音楽音楽音楽にににに関関関関するするするする言葉言葉言葉言葉をををを適切適切適切適切にににに用用用用いいいいてててて伝伝伝伝ええええたりたりたりたり，，，，生徒同士生徒同士生徒同士生徒同士がががが根拠根拠根拠根拠をもってをもってをもってをもって批評批評批評批評

したりするしたりするしたりするしたりする活活活活動動動動をををを取取取取りりりり入入入入れることれることれることれることは，音楽のよさや美しさなどの味わいを深めることになります。 

このように，生徒自らが音楽のよさや美しさなどを感じ取りながら思考・判断する一連の過程を大切にす

る指導が音楽に対する感性を高めることにつながります。 

    対象対象対象対象となるとなるとなるとなる音楽音楽音楽音楽のののの要素要素要素要素にににに焦点焦点焦点焦点をををを当当当当てててて，，，，学習学習学習学習のののの目標目標目標目標にににに迫迫迫迫るるるる発問発問発問発問をををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

思思思思いやいやいやいや意図意図意図意図をもってをもってをもってをもって表表表表現現現現したりしたりしたりしたり，，，，根拠根拠根拠根拠をもってをもってをもってをもって批評批評批評批評したりしたりしたりしたりするなどのするなどのするなどのするなどの活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

    批評批評批評批評するためのするためのするためのするための根拠根拠根拠根拠をををを見見見見つけつけつけつけ出出出出すためすためすためすため，，，，学習学習学習学習カードカードカードカードをををを工夫工夫工夫工夫するするするする 

生徒生徒生徒生徒にににに記入記入記入記入させるさせるさせるさせる部分部分部分部分    
資料資料資料資料としてとしてとしてとして最初最初最初最初からからからから

印字印字印字印字しているしているしているしている部分部分部分部分    

学習カードへの記入項目が多いと，生徒の着眼点が多岐にわたり，整理しきれずに終わっ

てしまう場合があります。学習の対象となる音楽音楽音楽音楽をををを形形形形づくっているづくっているづくっているづくっている要素要素要素要素や学習の目標から記

入項目を精選して学習カードを作成し,生徒が聴取したことや感受したことを，文字や絵を

使ってできるだけ多くメモさせるようにします。 

〔
留
意
点
〕
 

音楽を形づくっている要素の知覚・感受 構造上の特徴 

サワリサワリサワリサワリがあることにより，どのような音の効果を感じ取ることができますか。 

 

○○○○    音楽音楽音楽音楽によってによってによってによって喚起喚起喚起喚起されたされたされたされたイメージイメージイメージイメージやややや感情感情感情感情についてについてについてについて，，，，根拠根拠根拠根拠をもっをもっをもっをもっ

てててて述述述述べることができるべることができるべることができるべることができる。。。。    

○○○○    音楽音楽音楽音楽にににに関関関関するするするする言葉言葉言葉言葉をををを適切適切適切適切にににに用用用用いていていていて伝伝伝伝えたりえたりえたりえたり批評批評批評批評したりしてしたりしてしたりしてしたりして，，，，音音音音

楽楽楽楽のよさやのよさやのよさやのよさや美美美美しさなどのしさなどのしさなどのしさなどの味味味味わいをわいをわいをわいを深深深深めることができるめることができるめることができるめることができる。。。。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断判断判断判断力力力力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目    美術Ⅰ 

□ 学年    第１学年 

□ 題材名   「日本の秋」色彩構成 

□ 本時の目標 自然に目を向け季節を感じ取りながら色彩感覚や構成力を総合的に働かせ，イメージに合った

構成，形，色，適切な表現技法などを選択し，構想を練ることができる。 

□ 学習の流れ （5・6時間目／全 16 時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 前時の振り返り 

 

２ 課題説明 

○ 「日本の秋」でイメージするものを

発表し合う。 

３ 生徒作品を鑑賞し，「日本の秋」に対

する各々のイメージの違いや表現の違

いについて考える。 

〇 参考作品の解説を参考にしながら，

自分のイメージした構成，形，配色，

技法をワークシートの表に整理する。 

４ アイデアスケッチ 

〇 表に整理した構成，色，技法を組

み合わせてアイデアスケッチに描

き，自分のイメージを具体的に図式

化する。 

５ お互いのアイデアスケッチを発表し 

合う 

〇 数名のアイデアスケッチを紹介

し，全体に発表する。 

６ 本時のまとめと次時の予告 

〇 本時の学習を振り返り，次週の作

業確認を行う。 

・色，構成美の要素，様々な技法の実技演習，

日本的な表現技法も取り入れた理由等，前

時の振り返りをさせる。 

・季節を感じる自然物や日本の行事など分類

して発表させる。 

・自他の見解や感じ方の相違に気付き，作品

のよさや美しさを尊重し合い批評し合う中

で，互いの作品に理解を深め，他者のよい

部分を参考にしたり，自分の表現の中に取

り入れたりさせる。 

・表現形式の特性，形や色彩などの造形要素

の働きを具体的に提示しながら，色彩の配

色を理論的に学び，実際に配色をし，色彩

を客観的，分析的にとらえたり，総合的に

とらえ直したりしながら構想を深めさせ

る。 

・設定の根拠を明らかにさせながら，アイデ

アスケッチをさせる。 

・参考になるアイデアスケッチを何点か指名

し，発表させる。 

・具体的にどこがどのように参考になるか，

交換させる。 

・次週，必要な資料等を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・色彩や形体，材質等

の要素の働きを理解

し，美的秩序や構成

要素を感じ取り，自

己の表現したいこと

を的確に表現できる

よう構想を練ってい

る。 

〔創造的な技能〕 

（発言，行動観察，ワ

ークシートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

    

 

 

〇 今回の改訂では，互互互互いにいにいにいに批評批評批評批評しししし合合合合うううう活動活動活動活動をををを鑑賞指導鑑賞指導鑑賞指導鑑賞指導にににに取取取取りりりり入入入入れるれるれるれることによって，自分の考えになかったもの

を受け入れて自らの考えに生かすことにつながるようにしています。 

〇 本事例では，作品について互いに批評し合うことで，他者の意見を取り入れながら自分の考えを整理し，構

成，形，色，技法を総合的に結びつけながら表現できるようになることを目指しています。 

互互互互いにいにいにいに批評批評批評批評しししし合合合合うううう機会機会機会機会をををを設設設設けてけてけてけて表現表現表現表現のののの構想構想構想構想をををを練練練練らせるらせるらせるらせる    

高等学校高等学校高等学校高等学校                            のののの事例事例事例事例    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

作品作品作品作品についてについてについてについて互互互互いにいにいにいに批評批評批評批評しししし合合合合うううう活動活動活動活動をををを充実充実充実充実    

イメージイメージイメージイメージをををを明確明確明確明確にするためににするためににするためににするために表表表表などをなどをなどをなどを活用活用活用活用させるさせるさせるさせる    

    

 

■ イメージしたものを的確に表現するためには，画面構成や色彩計画，構成要素の形などについての知

識と表現するための技能を身に付けなければなりません。中学校美術科での学習を基礎にして，構成・

形・色彩・技法などを言葉言葉言葉言葉でででで整理整理整理整理しししし，，，，表表表表やややや図図図図にににに分分分分かりやすくまとめかりやすくまとめかりやすくまとめかりやすくまとめさせましょう。 

■ 表現形式の特性，形や色彩などの造形要素の働きを深く考えさせ，意図に応じた材料や用具の特性を

生かした創造的な表現の構想を練るようにするためには，互いに批評し合う活動を取り入れながら授業

を進めていくことが大切です。 

 

○○○○    根拠根拠根拠根拠をもってをもってをもってをもって批評批評批評批評しししし合合合合いいいい，，，，自己自己自己自己のののの表現表現表現表現したいしたいしたいしたいことことことことがががが的確的確的確的確にににに表現表現表現表現

できるようにできるようにできるようにできるように構想構想構想構想をををを深深深深めるめるめるめることができることができることができることができる。。。。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目    書道Ⅰ 

□ 学年    第１学年 

□ 題材名   漢字の書 －書風の異なる楷書を味わう－ 

□ 本時の目標 古典の文字の表現効果を味わい，その特徴を生かした掲示物を書くことができる。 

□ 学習の流れ （６時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準（評価方法） 

 

１ 前時に選定したお気に入り

の古典臨書の学習を踏まえ，

その書風を生かした掲示物を

考える。 

 ○ 前時に記入したワークシー

トに基づき，古典の特徴，書風，

書かれた背景，技法，用筆法な

どを深く理解する。 

 

２ 古典の特徴や書風を生かし

た掲示物を各自が制作する。 

 ○ ワークシートの記入，整理か

ら，自分の考えをまとめる。 

 

 

３ 同じ古典を選んだ者でグル

ープになり，各自の作品と自

分の考えを説明し，互いに鑑

賞を深める。 

 ○ 自分が書いた作品の制作意

図，工夫した点を紹介する。 

○ お互いの説明から新たな見

方や感じ方に気付く。 

 

４ グループごとに話し合った

ことを全体で発表し，互いに

鑑賞を深める。 

 ○ 各グループで発表を工夫し，

掲示物の意図，表現効果を全体

に説明する。 

 

５ 本時のまとめ 

 ○ 学習を振り返り，感想と各自

の課題を整理する。 

 

 

・身の回りにある掲示物を想起し，自分

が選定した古典の書風に合う掲示物は

何かを素早く決定させるために，掲示物

の語句例を準備しておく。 

・書風が異なることによって掲示物の持

つ雰囲気や表現効果が異なることを例

を示して説明する。 

 

 

・意図した表現効果が表れているか確認

しながら制作させる。 

・考えたこと，自分としての根拠などの

必要事項をワークシートに記入させる。 

・字典を活用した検字を促す。 

 

・自分にはない見方や感じ方があれば，

メモをさせる。 

・グループごとでの全体発表にむけ，効

果的な発表方法や作品提示方法を考え

させる。 

・ワークシートを活用して深まりのある

発表，根拠を明らかにした発表の準備

をさせる。 

 

・どのような効果をねらったものかを明

確にさせながら発表させる。 

・古典学習の深化と発展的な学習である

ことを意識させる。 

・漠然と鑑賞するのではなく，積極的に

質問するようにさせる。 

 

 

・本時の学習目標に対する取組状況を評

価する。 

 

・古典から受ける表現効果を味

わい，その特徴を生かした表

現の工夫ができる。〔書表現の

構想と工夫〕（観察・ワークシ

ートの記述） 

 

 

 

 

・意図に合った表現で掲示物を

制作している。〔創造的な書表

現の技能〕（掲示物，ワークシ

ートの記述） 

 

 

・グループ討議に積極的に参加

している。〔書への関心・意

欲・態度〕（行動観察，発言，

ワークシートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

・掲示物の効果を自分の思いや

考えをもって味わっている。

〔鑑賞の能力〕（行動観察，発

言，ワークシートの記述） 

 

高高高高等学校等学校等学校等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

 ■ 書風の違いによって作品から受ける印象が変わることは難なく理解できても，その後に，この

書風に合う掲示文は何かを考えることは難しいと考えられます。 

そこで，掲示物の文言を書風の異なる古典で書き比較比較比較比較させたり，生徒に特定の古典を選定させ

た後，より深く鑑賞するために，書風や書法を分析的に理解させるための段階的なワークシート

を作成してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※校内や地域にある掲示物を想起させ，形式や形状，色彩にまで関連付けさせると，作品制作において

用具･用材を工夫するなど，生徒一人一人が個性的で創造的な学習活動として意欲を示し，鑑賞から

表現，技能を高めることに繋がります。 

 

 

 

■ 発表の方向性（内容や手順）を示したワークシートを活用してグループ討議をさせると考考考考えがえがえがえが明明明明

確確確確になりになりになりになり，，，，発表内容が充実します。 

  更に，作品の提示方法を工夫すれば，説明が分かりやすくなり，説得力説得力説得力説得力がががが強強強強まりまりまりまります。 

 

 

 

    

 

○ 今回の改訂では，感じ取る力や思考する力を一層豊かにするために，自分の 

思いを語り合ったり，自分自分自分自分のののの価値意識価値意識価値意識価値意識をもってをもってをもってをもって批評批評批評批評したりしたりしたりしたりするなどしてするなどしてするなどしてするなどして，，，，自分自分自分自分    

なりのなりのなりのなりの意味意味意味意味やややや価値価値価値価値をををを作作作作りりりり出出出出していくしていくしていくしていくような鑑賞の指導を重視しています。 

○ 本事例では，「作品の制作意図と表現効果を説明し合う」活動を位置付けています。他の生徒と意見

交換することで自分にはない価値，感性，表現効果に味わい，感じ取ることができるようになります。 

 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

互互互互いにいにいにいに批評批評批評批評しししし合合合合うううう活活活活動動動動をををを取取取取りりりり入入入入れることをれることをれることをれることを重視重視重視重視    

    

 

   

    

    筋道筋道筋道筋道をををを立立立立てててててててて考考考考ええええ，，，，表現力表現力表現力表現力をををを深深深深めるめるめるめるためのためのためのためのワークシートワークシートワークシートワークシートをををを工夫工夫工夫工夫するするするする 

「この古典にはこの掲示文がよく似合う。」・・・ 

「この掲示内容はこの古典，この表現でないと

効果が出ない。」・・・ 

工夫工夫工夫工夫    

    効果的効果的効果的効果的なななな発表発表発表発表にむけにむけにむけにむけ，，，，グループグループグループグループ討議討議討議討議とととと作品作品作品作品のののの提示提示提示提示方法方法方法方法をををを工夫工夫工夫工夫させるさせるさせるさせる 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

「「「「それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの古典古典古典古典のののの持持持持つつつつ書風書風書風書風やややや味味味味わいをわいをわいをわいを生生生生かしましかしましかしましかしましょうょうょうょう。。。。」」」」 

「「「「古典古典古典古典のののの特徴特徴特徴特徴をををを分析的分析的分析的分析的にににに理理理理

解解解解しししし，，，，書風書風書風書風とととと掲示物掲示物掲示物掲示物のののの相関相関相関相関

をををを，，，，試書試書試書試書，，，，比較比較比較比較してしてしてして，，，，よりよりよりより効効効効

果的果的果的果的なななな表現表現表現表現をををを発見発見発見発見ししししましょましょましょましょ

うううう。。。。」」」」 

各自各自各自各自のののの作品作品作品作品をををを持持持持ちちちち寄寄寄寄りりりり，，，，

グループグループグループグループでででで話話話話したことしたことしたことしたこと

をををを発表発表発表発表しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。    

工夫工夫工夫工夫    

各自各自各自各自のののの作品作品作品作品をををを持持持持ちちちち寄寄寄寄りりりり，，，，

グループグループグループグループでででで話話話話したことしたことしたことしたこと

をををを発表発表発表発表しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。    

ワークシートワークシートワークシートワークシートをををを参考参考参考参考にににに，，，，グループグループグループグループでででで考考考考えをまえをまえをまえをま

とめとめとめとめ，，，，作品作品作品作品のののの提示提示提示提示にもにもにもにも工夫工夫工夫工夫をををを凝凝凝凝らしながららしながららしながららしながら，，，，

説得力説得力説得力説得力のあるのあるのあるのある発表発表発表発表ににににしましょうしましょうしましょうしましょう。。。。    

 

○○○○    対対対対象物象物象物象物をよりをよりをよりをより細部細部細部細部までまでまでまで深深深深くくくく鑑賞鑑賞鑑賞鑑賞しししし，，，，自分自分自分自分にはないにはないにはないにはない価値価値価値価値，，，，感性感性感性感性，，，，

表現効果表現効果表現効果表現効果をををを味味味味わいわいわいわい，，，，感感感感じじじじ取取取取るるるることができることができることができることができる。。。。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                             

               

 

 

 

 

  

 

 

 

            

 

 

 

    

    

○  今回の改訂で，聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについ

て話し合ったり意見の交換をしたりすることを目指す内容が盛り込まれています。情報に対して，的確に判

断して必要な情報を選び出し，それをもとに自分の意見を述べる力が求められます。その際に，必要必要必要必要なななな語彙語彙語彙語彙

やややや表現表現表現表現をををを，，，，単単単単にににに知識知識知識知識としてとしてとしてとして蓄蓄蓄蓄えるのではなくえるのではなくえるのではなくえるのではなく，，，，実際実際実際実際にににに運用運用運用運用できることができることができることができることが必要必要必要必要ですですですです。。。。 

○  そのためにも，日頃から双方向に意見を伝え合う活動が必要になってきます。肯定・否定と立場を設定し

た意見発表をおこなったり，筆者の心情を代弁，或いは自分ならどうしただろうかという場面設定を行うな

どして，表現表現表現表現のののの場場場場をををを多多多多くくくく設設設設けることでけることでけることでけることで，伝える能力の伸長に繋がります。 

 

 Worksheet 
Warm-up 

Guessing 
Mind map 

Outlining 
Vocabulary 

   Listen and Summarize 
Reading Comprehension 
   Vocabulary building 
   Further questions 
Reading Practice 
Further writing 
   Research, Your opinions 
 

 
Lesson 2 Why Don’t We Ride Bikes?   

Class  No.  Name 
Read the text and complete the chart 

Period Kind of bikes What’s new Problems 

    

    

    

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  コミュニケーション英語Ⅱ 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 Why Don’t We Ride Bikes?     

□ 本時の目標  自転車の歴史と自転車が私たちの生活にもたらした変化を理解するとともに，自転車のも 

         つ可能性について考えることができる。 

□ 学習の流れ（２時間目／全７時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

 

１ ミニスピーチ 

○ 「１０キロ離れた友達の

家にどうやって行くか」に

ついて，理由とともにグル

ープ内で発表する。 

 

２ 自転車の変化と，それによ

る生活の変化について内容を

まとめる。 

 ○ 時系列に沿ってどのよう

な自転車が作られたか，ま

たそれぞれの問題点，改良

点をワークシートの表に整

理する。 

  

○ 当時の人々の生活の変化

を True or False Questions

を用いて理解する。 

 

３ 現在の生活における自転車

の利点について自分の意見を

まとめ，相手に伝える。 

 

 

４ 本時のまとめと次時の予告 

 

 

 

 

 

・自分の意見を整理して，具体的な例を加えた理由を

提示しながら，相手に分かりやすく伝える工夫をす

るよう，事前に指示しておく。 

・主題文→支持文の順序による英語を意識させる。 

 

  

・スクリーンに，最初に開発された自転車から現在の

自転車までを順を追って映し，年表に記入させるこ

とによって，視覚にも訴え，理解を促進させる。 

 

・数名の生徒に，内容を板書・発表させる。 

・内容についてクラス全体で協議しながら確認してい

く。 

 

 

・それぞれの答えについて，文中から根拠を見つけ出

すと共に，Falseの場合は，正しい内容に英文を書

き換えさせる。 

 

・本時で学んだ表現を使って，自転車の

効果について論理的に相手に伝える。 

・聞き手は，その内容について批判的な立

場で意見を述べさせる。（ミニディベート） 

 

・ 自転車の歴史・影響について短文で要約を書くよう

に指示する。 

・自転車使用を促進する１分間プレゼンテーションを

各自準備しておくよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報を整理しなが

ら，内容を理解し，

学んだ内容を生か

して，自分の意見

を表現することが

できる。 

〔外国語理解の能

力・外国語表現の

能力〕（ワークシー

トの記述・発言観

察）  

 

 

 

 

 

 

 

     例例例例１１１１                                    例例例例２２２２    

 

 

 

 

  

 

  生徒が思考を整理し，適切に情報の取捨選択ができるように導き 

   ましょう。        

例例例例３３３３                                                                                            

 

ワークシートが指導案の働きをします。 

     

  

生徒が意見を述べるときにワークシートを使 

  って発表できるよう構成を工夫することもでき 

  ます。 

 

 

  ■■■■ 生徒が発問に答えられない場合または生徒が自分の意見に自信がない場合 

    教師は視点を変えて発問し，生徒に諦めさせないでチャンスを与えることです。生徒の発言を活か

しながら（たとえ正解でなくても）内容を展開していき，他の生徒にも考えさせることが大切です。

生徒は正解からのみ学ぶのではなく，正解を導き出す過程の中で思考を深め学んでいくからです。 

    また,日本語の意味に頼らず,自分が使える英語で表現するよう励ましましょう。  

そのそのそのその際絶対際絶対際絶対際絶対にににに必要必要必要必要なものはなものはなものはなものは，，，，間違間違間違間違えをえをえをえを恐恐恐恐れないでれないでれないでれないで発表発表発表発表できるできるできるできるクラスクラスクラスクラスのののの雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気づくりですづくりですづくりですづくりです。。。。 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                            のののの事例事例事例事例    

    ワークシートワークシートワークシートワークシートはははは授業授業授業授業のののの羅針盤羅針盤羅針盤羅針盤    －－－－考考考考えをえをえをえを整理整理整理整理しししし正正正正しくしくしくしく理解理解理解理解できるようなできるようなできるようなできるような構成構成構成構成にするにするにするにする－－－－    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

情報情報情報情報やややや考考考考えなどをえなどをえなどをえなどを的確的確的確的確にににに理解理解理解理解しししし，，，，適切適切適切適切にににに伝伝伝伝えることをえることをえることをえることを重視重視重視重視    

    生徒同士生徒同士生徒同士生徒同士のののの意見交換意見交換意見交換意見交換のののの場場場場をををを作作作作りりりり出出出出すすすす    －－－－教師教師教師教師はははは巧巧巧巧みなみなみなみな facilitatorfacilitatorfacilitatorfacilitator－－－－    

工夫 

 

○○○○    学学学学んだんだんだんだ表現表現表現表現をををを用用用用いていていていて内容内容内容内容をををを要約要約要約要約したりしたりしたりしたり，，，，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしながらかにしながらかにしながらかにしなが

らららら自分自分自分自分のののの意見意見意見意見をををを整理整理整理整理してしてしてして述述述述べることができるべることができるべることができるべることができる。。。。     

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

〔例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科 目   家庭総合 

□ 学 年   第１学年 

□ 単元名   子どもの発達と生活 

□ 本時の目標 保育体験実習での子どもとのかかわりを基に，幼児期における発達プロセスを考え，子

どもを育てる側からの自分の考えをまとめることができる。 

□ 学習の流れ  （４時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準（評価方法） 

 

１ 本時の学習内容を確認す

る。 

○ 保育体験実習を行った保育

所の年齢別クラスの特徴につ

いて，各班のまとめを簡潔に

紹介する。 

 

 

２ 班内で，保育体験実習を担

当した子どもとの対応で「困

ったこと」「嬉しかったこと

（感心したこと）」を話し合

い，整理する。 

 

 ○ 教師が用意した，発表用模造

紙の表に整理する。 

 

 ○ 表に整理した内容を基に，子

どもを育てる側から考え，それ

ぞれの具体的な手立てについ

てまとめる。 

 

３ 各班のまとめを発表する。 

 ○ 1 歳児のクラスを担当した

班から順に，聞き手に分かりや

すく発表する。 

 ○ ２～３人が全体で説明する。 

 

 

４ 本時のまとめと次時の予

告。 

 ○ 本時の学習を振り返り，次時

までの課題を確認する。 

 

・保育体験実習の気付き・感想の中から，

自分が特に取りあげたい内容について

発表するよう，前時に指示しておく。 

 

・生徒が提出した「保育実習の記録」を

まとめたワークシートを提示する。 

 

 

・保育体験実習の各クラスでの様子を写

真で提示し，子どもたちの様子を思い

起こさせる。 

 

・子どもとの対応で「困ったこと」を解

決するためには「何が問題なのか？」

「子どもを育てる側から自分はどのよ

うに行動したらよいのか？」また，「嬉

しかったこと（感心したこと）」につい

ては「なぜ子どもはできたのだろう？」

「さらに伸びるために何が必要だろう

か？」を真剣に考えさせる。 

 

 

・自分にはない見方，考え方があれば，

記録をさせる。 

 

・発表後に，幼児期の発達プロセスと保

育のキーワードを提示する。 

 

 

・本時の学習目標に対する取組状況を評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児期における発達プロセス

を考え，保育体験実習での子

どもとのかかわりを基に，子

どもを育てる側からの自分の

考えを他者へ伝え，意見を共

有し，発表することができる。 

〔思考・判断・表現〕 

（行動観察，発言，ワークシ

ートの記述） 

 

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

 ■ 学習活動２の「保育体験実習」などの漠然とした感想について，生徒は，「楽しかった」「可愛

いかった」などといった印象や自分の立場からの感想によるものとなりやすく，教師のねらいを達

成できないこともあります。 

そこで，教師は事前に生徒の気付きや感想を整理し，話合い活動での問いを工夫し，「「「「何何何何がががが問題問題問題問題

かかかか？？？？」「」「」「」「自分自分自分自分はどうするかはどうするかはどうするかはどうするか？？？？」「」「」「」「子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる側側側側からどのようにからどのようにからどのようにからどのように行動行動行動行動したらよいかしたらよいかしたらよいかしたらよいか？？？？」」」」という考

える視点を具体的に示してみるとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ひとりで考える場面と仲間で考えを 

出し合い聞き合う場面の両方を螺旋系に 

つなげ，そこで発見したり共有したりす 

ることが次のステップで生かせるととも 

に，考える楽しさや手ごたえのあるワー 

クシートを活用しましょう。 

 

 

    

○ 今回の改訂では，「各学科に共通する各教科 家庭」の内容の取扱いに当たっては，「子どもや高齢者など

様様様様々々々々なななな人人人人々々々々とととと触触触触れれれれ合合合合いいいい，，，，他者他者他者他者とかかわるとかかわるとかかわるとかかわる力力力力をををを高高高高めるめるめるめる活動活動活動活動，衣食住などの生活生活生活生活におけるにおけるにおけるにおける様様様様々々々々なななな事象事象事象事象をををを言葉言葉言葉言葉やややや

概念概念概念概念などをなどをなどをなどを用用用用いていていていて考察考察考察考察するするするする活動活動活動活動，判断が必要な場面を設けて理由理由理由理由やややや根拠根拠根拠根拠をををを論述論述論述論述したりしたりしたりしたり適切適切適切適切なななな解決方法解決方法解決方法解決方法をををを探探探探

究究究究したりするしたりするしたりするしたりする活動活動活動活動などを充実すること。」が示されています。 

○ 本事例では，保育体験学習保育体験学習保育体験学習保育体験学習でのでのでのでの子子子子どもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりを通通通通じてじてじてじて，自分の考えをまとめ，話し合い，発表さ

せます。他者他者他者他者とのとのとのとの対話対話対話対話をををを通通通通してしてしてして考考考考えをえをえをえを明確明確明確明確にしにしにしにし，，，，自己自己自己自己をををを表現表現表現表現しししし，，，，あるいはあるいはあるいはあるいは他者他者他者他者をををを理解理解理解理解しししし，，，，他者他者他者他者とととと意見意見意見意見をををを共共共共

有有有有しししし，，，，互互互互いのいのいのいの考考考考えをえをえをえを深深深深めめめめたりするたりするたりするたりする力力力力を育成することができます。 

新学習指導要領では 

実践的実践的実践的実践的・・・・体験的体験的体験的体験的なななな活動活動活動活動でででで，，，，人人人人々々々々とととと触触触触れれれれ合合合合いいいい，，，，他者他者他者他者とかかわることをとかかわることをとかかわることをとかかわることを重視重視重視重視    

題材構成題材構成題材構成題材構成のののの工夫工夫工夫工夫をするをするをするをする 

工夫工夫工夫工夫    

    深深深深くくくく考考考考ええええ，，，，探求探求探求探求するするするする楽楽楽楽しさやしさやしさやしさや手手手手ごたえのあるごたえのあるごたえのあるごたえのあるワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするする 

「保育体験実習の感想を発表し

ましょう。」「幼児期の特徴につい

て考えましょう。」 

 

子どもとの対応で，「困ったこと」を解決するためには「何が問題なのか？」「自分はどのように行

動したらよいのか？」を具体的に話し合い，また，「嬉しかったこと（感心したこと）」を挙げて，「な

ぜ子どもはできたのだろう？」「さらに伸びるために何が必要だろうか？」について，子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てててて

るるるる側側側側から真剣に考えましょう。 

「楽しかった」「素直で可愛かった」「子どもたちは常に

動き回っていた」「最初はどうしたらよいかとまどった」

「一度に質問されて困った」… 

１ 子どもとの対応で困ったことは何か。 →〔     

２ 子どもの気持ちを考えてみよう。   →〔      

３ なぜ困ったのか？          →〔            

４ どのように行動したらよいのか？   →〔      

･･････ 

 

○○○○    保育体験実習保育体験実習保育体験実習保育体験実習でのでのでのでの子子子子どもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりを通通通通じてじてじてじて，，，，子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てててて

るるるる側側側側からのからのからのからの自分自分自分自分のののの考考考考えをまとめえをまとめえをまとめえをまとめ，，，，発表発表発表発表することができるすることができるすることができるすることができる。。。。        

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 
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語
活
動
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充
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指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

  

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔報告書作成例〕 

 

○○○○ 分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく情報情報情報情報をををを表現表現表現表現したりしたりしたりしたり，，，，正正正正しくしくしくしく伝達伝達伝達伝達したりしたりしたりしたり，，，，他者他者他者他者とととと    

共同共同共同共同してしてしてして問題問題問題問題をををを解決解決解決解決することができるすることができるすることができるすることができる。。。。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□ 科目  社会と情報 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 情報通信ネットワークとコミュニケーション 

□ 本時の目標 プレゼンテーションを通して，「言いたいことを伝える」ために工夫すべきこと，発表や発

信では，見る側・聴く側の立場に立った考え方などに留意することができる。 

□ 学習の流れ（５時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 各グループから選ばれた代

表者（８人）が発表する。 

 

 

２ 発表を聞いて評価する。 

○ 代表者は，発表内容を一枚

にまとめた「報告書」を提示

し，全員が全体像を把握する。 

 

 

○ 代表者の発表を聞き，良か

った点・修正したほうが良い

と思った点等をワークシート

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 発表内容を１０点満点で評

価する。 

 

３ 本時のまとめと次時の予告

をする。 

○ 本時の学習を振り返り，次

時の内容を確認する。 

 

・自分が伝えたいことを相手にきちんと伝えることが

重要であることに気づかせる。 

 

 

 

・マルチメディアを活用し作成された効果的な資料とは

どのようなものか，考えさせる。 

・分かりやすい情報の表現とはどのようなものか，考え

させる。 

 

・思い付くものをできるだけ多く記入させ，発言させる。 

・生徒を指名し答えさせる。同じ答えになった場合も必

ず答えさせる。 

・人の意見は，決して批判しないことに留意させる。（相

手を尊重させる） 

・相手の意見は，受容的・共感的態度で「聴く」ことが

重要であることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

・評価基準が，発表者や時間の経過によって，ぶれるこ

とのない様に注意させる。 

  

・本時の目標に対する取組み状況を評価させる。 

・プレゼンテーションの作成においては，画像の無断使

用等，知的財産権の侵害に気を付けさせる。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・積極的に発言する。 

〔関心・意欲・態度〕 

（観察・発問） 

 

・「相手の言いたい

こと，伝えたいこ

と」を支援する傾

聴ができる。 

〔思考・判断・表現〕 

（観察・ﾜｰｸｼｰﾄ） 

 

 

・積極的に発表内容

を聴き，評価する。 

〔関心・意欲・態度〕 

（観察） 

 

 

 

 

 

 

■ 文章にするよりも図にした方が，プレゼンテーションを行う際に説得力が増すことが多い。 

発表の「まとめ」では，思考力と発想力を鍛えるために， 

箇条書きを捨てて図解によるコミュニケーションを利用します。 

   全体像を把握し，マルと矢印で表現することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自分の考えをまとめ，「言いたいことを伝える」ことができるように発表し，相互評価をします。 

ワークシートに，良かった点・修正したほうが良いと思った点等を記入させます。 

このワークシートをもとに自分の考えを筋道立てて話し，グループの中で活発に伝え合うことが出来ます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 一人で 自分の考えをまとめる 

２ グループで 

（本時） 

①順番に発表する。 

②疑問点を確かめる。 

③評価し合い，修正・改善点等出し合う。 

（良い点も伝える。） 

３ クラスで 修正・改善し，まとめたことを発表する。 

４ 学年全体で まとめたことを，学年末発表会で発表する。 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    高等学校高等学校高等学校高等学校                    のののののののの事例事例事例事例    

 

    

    

①必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる

能力 

②情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や

方法の理解 

③社会生活の中で，情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，情報モラルの必要性

や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度 

       この３つの観点を踏まえ情報活用能力を体系的に身に付けさせることが重要！ 

                  すなわち 

 

思考力思考力思考力思考力とととと発想力発想力発想力発想力をををを鍛鍛鍛鍛えるためにえるためにえるためにえるために「「「「まとめまとめまとめまとめ方方方方」」」」がががが工夫工夫工夫工夫されているされているされているされている        

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

情報教育情報教育情報教育情報教育のののの目標目標目標目標のののの３３３３つのつのつのつの観点観点観点観点をををを引引引引きききき続続続続きききき重視重視重視重視    

発表発表発表発表のののの仕方仕方仕方仕方にににに工夫工夫工夫工夫があるがあるがあるがある        

e-learning システム 

○時間・場所の制限 

○資格取得 

○誰でも    

英会話教室 
放送大学 

ホームスクーリングホームスクーリングホームスクーリングホームスクーリング 

文章によるまとめ方 

図解によるまとめ方 

思考力・判断力・表現力等の育成の基盤である 

報告書の作成 

全員で，発表者の

結論・到達点を共

有する。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現表現表現表現力力力力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  畜産 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 養豚：「ブタの品種と改良」 

□ 本時の目標 

全国のブランド豚について，品種の調査を行い，本校のブランド豚づくりに向けた品種の導入について考

察する。 

□ 学習の流れ（５時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 前時の振り返り 

 ○ 前時に調査した地方ごとのブランド

豚について振り返る。 

 

２ 本時の学習内容 

○ 前時の調査結果をグループでまと

め，発表し合うことを理解する。 

 

３ 調査結果の整理・発表 

○ グループごとに調査結果をまとめ，

発表する。 

 

 

 

４ 全国のブランド豚の理解 

 ○ 各グループからの発表を聞き，全国

のブランド豚の品種や特徴を把握す

る。 

 

５ 本時の学習内容の振り返りと次時の学

習内容の予告 

 

・前時に調査した全国のブランド豚につい

て，整理を行う。（北海道，東北，関東，

北信越，東海，近畿，中国，四国，九州） 

 

・本時の到達目標を生徒に明示する。 

 

 

 

・グループワークの進め方及び発表の仕方

を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域ごとに出されたブランド豚の特徴を

まとめ，理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国のブランド豚

の品種の特徴を考

察し，まとめるこ

とができる。 

〔思考・判断・表

現〕 

（行動，発言） 

 

全国のブランド豚

の特徴について，

まとめた内容を適

切に表現（発表）

することができ

る。 

〔思考・判断・表

現〕 

（発表，レポート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

■ 農業生物の生育状況や栽培（飼育）環境の状況，農業経営の実情など，事実や現状など実際の状況

を正確にとらえ，客観性のある記録を行うよう指導しましょう。 

■ 調査や調べ学習において文献やインターネット等を活用する場合は， 

それらの出典を明確にさせるとともに，できるだけ多くの種類の情報を 

収集・比較させて情報の信頼性や信憑性を考慮させるようにしましょう。 

 

 

■ 農業生物の生育状況や栽培（飼育）環境の状況，農業経営の現状等の分析や診断などの考察を行わ

せる場合には，農業生物の生理・生態的な特性や栽培（飼育）環境との相互関係，農業技術の原理・

仕組み，農業経営の診断指標等を踏まえさすなど，科学的な根拠や見通しに基づいたものの見方，考

え方をするよう指導しましょう。 

 

 

■ 一人一人が自分の考えを表現する場を設けることにより，物事を深く，筋道を立てて考えさせると

ともに，相手に分かりやすく説明するためにはどうしたらよいかを考えさせるようにしましょう。 

    また，自分の考えと他の考えを比較・検討させることにより，新たな発見や理解につなげるように

しましょう。 

■ 小グループ（班）によるグループワークや話し合い等の学習形態を取り入れることにより，生徒一

人一人に役割をもたせるとともに，学習過程のさまざまな場面に積極的に参加しやすいようにしまし

ょう。 

■ 結論を導く際には，既習事項やそれぞれの考えを比較・検討させるなど，複数の事実から一般化を

図らせるようにします。 

■ 小グループ（班）によるグループワークや話し合い等の指導は，４月最初の 

時期から計画的に行い，それらの学習活動がスムーズに行えるよう，基本的な 

ルールや方法等が計画的に教えられることが大切です。 

■ 小グループ（班）のリーダーについては，個別指導やリーダー会議等を通して， 

グループワークの進め方や話し合いの司会などを具体的に指導していくことが大 

切です。 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

 

 

○○○○    家畜家畜家畜家畜のののの生理生理生理生理・・・・生態的生態的生態的生態的なななな特性特性特性特性やややや飼育環境飼育環境飼育環境飼育環境とのとのとのとの相互関係相互関係相互関係相互関係についてについてについてについて，，，，

科学的科学的科学的科学的なななな見方見方見方見方・・・・考考考考ええええ方方方方，，，，根拠根拠根拠根拠をもったをもったをもったをもった説明説明説明説明ができるようになるができるようになるができるようになるができるようになる。。。。    

 

    

○ 今回の改訂においては，各教科等を通じて言語活動の充実を図っており，論理的な表現力等を育成する観

点から，課題研究課題研究課題研究課題研究のののの成果成果成果成果についてについてについてについて発表発表発表発表するするするする機会機会機会機会をををを設設設設けるようにすることけるようにすることけるようにすることけるようにすることとされています。 

○ 学習成果を学校や地域などで発表したり，交流したりすることを通して，課題課題課題課題のののの理解理解理解理解のののの深化深化深化深化をををを図図図図りりりり，，，，新新新新

たなたなたなたな課題課題課題課題のののの接続接続接続接続をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに，，，，プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション能力能力能力能力をををを育成育成育成育成します。 

○ 課題研究の成果を整理し，分かりやすく発表することは，生徒自身の学習を深める上でも大変効果的です。 

○ 学校内外に学習成果の発表の場を設けることにより，生徒生徒生徒生徒にににに成就感成就感成就感成就感をもたせることをもたせることをもたせることをもたせることができます。 

    事実事実事実事実やややや現状現状現状現状などなどなどなど実際実際実際実際のののの状況状況状況状況をををを的確的確的確的確につかむようにつかむようにつかむようにつかむよう指導指導指導指導するするするする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

学習成果学習成果学習成果学習成果をををを学校学校学校学校やややや地域地域地域地域などでなどでなどでなどで発表発表発表発表したりしたりしたりしたり，，，，交流交流交流交流したりすることをしたりすることをしたりすることをしたりすることを重視重視重視重視    

    物事物事物事物事のののの根拠根拠根拠根拠をををを的確的確的確的確にににに押押押押さえさえさえさえ，，，，科学的科学的科学的科学的なななな根拠根拠根拠根拠にににに基基基基づくもののづくもののづくもののづくものの見方見方見方見方，，，，考考考考ええええ方方方方をををを大切大切大切大切にすにすにすにするるるる    

 

    考考考考えをえをえをえを表現表現表現表現するとともにするとともにするとともにするとともに，，，，考考考考えのえのえのえの交流交流交流交流をををを大切大切大切大切にするにするにするにする 

①どのような品種が飼育されているか。 

②どのような特徴があるか。 

①各自が調べたブランド豚の品種につ

いてグループ内で説明し合う。 

②どのような品種が飼育されているか

をまとめ，その共通点を探させる。ま

た，ブランド豚の生理・生態的な特徴

など科学的な根拠を挙げながら，順序

立てて説明させる。 

〈本校のブランド豚づくりに向けた検

討〉 

全国のブランド豚の特徴から，本校の

ブランド豚づくりに向けた品種の導入

について考察する。 

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断判断判断判断力力力力，，，，    

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  課題研究 

□ 学年  第３学年 

□ 単元名 工業技術と「エコロジー」の関連について考える     

□ 本時の目標  「エコロジー」をテーマとして，課題研究に取り組むことを自覚する。私たちの生活

と環境保全に関する取り組みについて調査するとともに課題や改善点を発見する。 

□ 学習の流れ（３時間目／全１２時間） 

《前時までの活動内容》研究の進め方についてのオリエンテーションの実施。（年間計画の作成について，

安全作業と工具の管理について，共同することについて，課題研究の共通テーマ｢エコロジー｣について） 

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 生徒が事前に調査した環境

に関する資料等により「環境

問題」，「環境対策」に分けて

整理する。 

 ○ 個々の生徒がワークシー

トの表にまとめる。 

 ○ まとめたワークシートを

グループ内（3～4人）で発

表し合う。 

 

 

２ 環境問題と工業技術との結

びつきについて考える。 

○ グループ協議する。 

○ 協議内容をワークシート

にまとめる。 

 ○ まとめた内容の要点を全

体に発表する。 

 

３ 本時のまとめと次回の学習

内容の確認。 

○ 本時の振り返りを行うこ

とで，理解したことや気付

き等をグループ内で共有

（シェアリング）する。 

 

・生徒が事前に調査した資料を準備させる。 

・調査を通して最新の技術を知ることや，その構造等 

に関する解説を通して読解力を養う。 

・さまざまな資料より情報を取捨選択する能力（メデ

ィアリテラシー）を育む。 

【環境問題のキーワード例】地球温暖化，酸性雨，エ

ネルギーの枯渇，ヒートアイランド現象等 

【環境対策のキーワード例】排出量取引，省エネ，

グリーンニューディール，エコマーク，循環型社

会等 

 

・自分の考えを整理させ，分かりやすく表現させる。 

・グループ内の意見を大切にし，共同してまとめさせ

る。 

・資料の作成や発表する際には，グループのまとめた

意見が全体に伝わるようにする。 

 

 

 

・本時の取り組みの気付き，考察等をワークシートに

記入する。 

・グループ内で意見を聴き合うことで相互理解を深め

させる。 

・身近な生活やも

のづくりにかかわ

る環境問題の課題

に関心を持つこと

ができる。〔関心・

意欲・態度〕 

（行動観察，ﾜｰｸｼ

ｰﾄの記述） 

・持続可能な社会の

実現を意識してい

る。柔軟な発想がで

きる。共同によるま

とめができる。〔思

考・判断・表現〕（ﾜ

ｰｸｼｰﾄの記述，グル

ープ内の発言，全体

発表） 

・まとめたことを意

見交換することで

自己理解と他者理

解を促進すること

ができる。〔関心・

意欲・態度〕（行動

観察，ﾜｰｸｼｰﾄの記

述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

■ ワークシートを基に発表に向けて，要点をまとめるための方法に関する参考例を板書に示すことで，

グループの協議内容等を整理することができます。さらに，伝え合いや聴き合う活動を促進すること

にも繋がります。 

Step１ 

アイデアを出し合おう 

Step２ 

アイデアを組み合わせよう 

Step３ 

グループの考えの特長を紹介しよう 

・批判せず，思いつくままに

記入させる。 

・多様なアイデアを出させ

る。 

・共通なものでまとめ，情報

の収集・整理を行う。 

・問題を明確化し，共有化を

図る。 

・問題の解決策を考えさせ

る。 

・工夫・改善方策を発表させ

る。 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    高等学校高等学校高等学校高等学校                    のののの事例事例事例事例    

 

 

    

○ 今回の改訂では，これまでも行われていた成果発表会成果発表会成果発表会成果発表会や報告書作成報告書作成報告書作成報告書作成などについてこれまでこれまでこれまでこれまで以上以上以上以上にににに充実充実充実充実する

必要があります。 

○ 本事例により課題研究の目標である工業に関する課題の設定を行う際に問題点問題点問題点問題点をををを発見発見発見発見するするするする観察力観察力観察力観察力や根拠根拠根拠根拠のののの

あるあるあるある研究研究研究研究テーマテーマテーマテーマを設定することができます。さらに研究を進めるうえでの礎となり，最終的には筋道筋道筋道筋道のあるのあるのあるのある

成果発表成果発表成果発表成果発表やややや報告書報告書報告書報告書のののの作成作成作成作成にも繋がります。これらのことを体験的体験的体験的体験的にににに学習学習学習学習する事で技術者としての素養を身に

付けます。 

■  教師が用意した最新の技術資料【例：Sic（シリコンカーバイト）】を読み，近未来の技術革新を創

造的に予測させてください。その際，アイデアの質にこだわらず自由な発想で思いつくまま量的にア

イデアをより多く出させるとともに，表現手段（絵・図・文章）の特徴を生かして，考えを整理させ，

考え方を評価するようにしてください。 

 

    

〔例〕ワークシート 1課題解決に向けてあなたのアイデアを出してみましょう。 

No,1 アイデアスケッチ（絵・図で表現しよう） アイデアの概要を文書化（文で表現しよう） 

１ 

 

      

  

（例）冷蔵庫の電気代が大幅に削減できる。 

２ 

 

 

 

（例）電気自動車のエネルギー効率がよくな

り，走行距離が伸びる。 

 

 

柔軟柔軟柔軟柔軟なななな発想発想発想発想やややや創造性創造性創造性創造性をををを育育育育むためのむためのむためのむための問問問問いかけについていかけについていかけについていかけについて工夫工夫工夫工夫するするするする    

新学習指導要領では 

成果成果成果成果についてについてについてについて発表発表発表発表するするするする機会機会機会機会をををを設設設設けるようにするけるようにするけるようにするけるようにする    

条件や制約を設けすぎた問いかけ 
工夫 主体的な生徒の考え方を引き出す 

 

○○○○    報告書報告書報告書報告書のののの作成作成作成作成をををを通通通通しししし，，，，自己自己自己自己のののの考考考考えをまとめえをまとめえをまとめえをまとめ，，，，根拠根拠根拠根拠のあるのあるのあるのある説明説明説明説明ができるができるができるができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表表表表

現力現力現力現力のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

ワークシートワークシートワークシートワークシートののののフレームフレームフレームフレームをををを工夫工夫工夫工夫することですることですることですることで主体的主体的主体的主体的にににに情報情報情報情報をををを発信発信発信発信させるさせるさせるさせる    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科 目  ビジネス基礎 

□ 学 年  第１学年 

□ 単元名  ビジネスとコミュニケーション 

コミュニケーションの基礎 

□ 本時の目標 接客の場面に応じた言葉の使い方，話の聞き方，話し方，表情など基礎的なコミュニケーシ

ョンの方法を身に付け，ホスピタリティをもって対応することができる。  

□ 学習の流れ（１時間目／全３時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕（評価

方法） 

１ 本時の学習内容の確認。 

 ○ 基礎的なコミュニケーシ

ョンの方法について学習す

ることを確認する。 

 

２ 自分自身が買い物をした時

に販売員から言われる言葉を

考える。 

 

 

３ 接客の七大用語について考

える。 

 ○ 接客の場面での言葉を考

える。 

 ○ 言葉が持つイメージを色

で考える。 

 ○ 適切なおじぎの角度を考

える。 

 

４ ペアで発声し合う。 

 ○ ペアで接客の七大用語を

発声し合い，ホスピタリテ

ィを感じる。 

 

 

５ 本時のまとめと次時の予

告。 

○ 本時の学習を振り返る。 

 

・商業を学ぶ生徒にとって，コミュニケーション

の方法を身に付けておくことが大切であるこ

とに気付かせる。 

 

・言われてどのように感じるかも考えさせ，発表

させる。 

 

 

 

 

 

・お客様に対してホスピタリティをもって考えさ

せる。 

・場面や言葉の性質を考えさせ，色見本を提示し 

てイメージする色を考えさせる。 

・言葉・おじぎに気持ちを込めることが大切であ

ることをおさえる。 

 

・ペアになり，販売員役・お客様役の両方を経験

させる。販売員役には，場面や色をイメージし

ながら気持ちを込めて発声させる。お客様役に

は，販売員の気持ちを感じ取らせる。 

 

 

・本時の学習目標に対する取組み状況を評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・接客する際の場面に応

じた言葉の使い方，話

の聞き方，話し方，表

情など基礎的なコミュ

ニケーションの方法を

身に付けている。〔技

能〕（行動観察，ワーク

シートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場  面 用  語 イメージ（色） おじぎの角度 

お客様を歓迎するとき いらっしゃいませ 明るい感じ      (赤)  30° 

お客様の指示に対しての返答するとき はい，かしこまりました 信頼できて確かな感じ (緑)   15° 

お客様を待たせるとき（前） 少々お待ちくださいませ 温かい感じ           (黄)   15° 

お客様を待たせたとき（後） お待たせいたしました 温かい感じ           (黄)   30° 

お客様に迷惑をかけ，おわびするとき 申し訳ございません 誠意ある感じ         (緑)   45° 

お客様にお願いするとき 恐れいりますが 信頼できて確かな感じ (緑)   15° 

お客様に対する感謝を表すとき ありがとうございます 明るい感じ         (赤)   45° 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                    のののの事例事例事例事例    

■ 学習活動３の接客の七大用語について考える活動では，販売実習等の体験的な学習の場面を 

想定させましょう。 

接客の場面を想定し，場面に応じた言葉の使い方や言葉が持つイメージ，適切なおじぎを 

考えさせるように工夫してみましょう。 

    ビジネスビジネスビジネスビジネスのののの場面場面場面場面をををを想定想定想定想定するするするする    

 

    

    

○ 今回の改訂では，従前の外国人とのコミュニケーションに関する内容は，日本人とのコミュニケーション 

に関する内容内容内容内容（（（（２２２２）「）「）「）「ビジネスビジネスビジネスビジネスととととコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション」」」」に再編成されました。この内容では,ビジネスに対す 

る心構え，コミュニケーションの基礎，情報の入手と活用の方法を取り扱い，ビジネスの諸活動を円滑に行 

う能力と態度を育てることを目指しています。 

○ 本事例では，接客の場面を想定し，場面に応じた言葉の使い方，話の聞き方，話し方，表情など基礎的な

コミュニケーションの方法を身に付けることができます。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

ビジネスビジネスビジネスビジネスのののの場面場面場面場面にににに応応応応じたじたじたじたコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをををを重視重視重視重視    

接客する場面の想定 

■ 学習活動４のペアで発声し合う活動では，漠然とした指示では，用語によって，トーンや表情を 

変えることなく，大きな声で発声し，ホスピタリティのない発声になることもあります。 

場面を想定し，色をイメージしながら気持ちを込めて発声するよう指示を工夫してみましょう。 

    発声発声発声発声のののの際際際際ののののポイントポイントポイントポイントをををを明確明確明確明確にするにするにするにする    

「接客の七大用語を

発声しましょう」 

「場面を想定し，色をイメージしながら，気持ちを込めて

接客の七大用語を発声しましょう」 

用語によって，トーンや表情を変えること

なく，大きな声で発声する 

 

○○○○    ビジネスビジネスビジネスビジネスのののの場面場面場面場面にににに応応応応じたじたじたじた言葉言葉言葉言葉のののの使使使使いいいい方方方方，，，，話話話話のののの聞聞聞聞きききき方方方方，，，，話話話話しししし方方方方，，，，表情表情表情表情などなどなどなど

ホスピタリティホスピタリティホスピタリティホスピタリティをもったをもったをもったをもったコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションができるができるができるができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力，，，，

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  基礎看護 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 診療と看護     

□ 本時の目標 身の回りにある日用品を用いた安全で効果的な罨法について考察し，発表することができる。 

□ 学習の流れ（５時間目／全５時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 安全で効果的な罨法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 身の回りにある日用品を工

夫した，安全で効果的な罨法

についてグループ討議する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各グループ毎に発表する。 

 

 

 

 

４ 安全で効果的な罨法につい

て再確認する。 

・前時に作成したワークシートを基に温熱刺激に対す

る生体の反応や，罨法・保温の種類と目的について

発表させる。 

・前時の課題についての取組み状況を確認する。 

 

 

 

・プリントで２つの事例を提示する。 

・ 

 

・６グループに分ける。 

・事例について２つの課題を討議させ，話し合った内

容を模造紙にまとめさせる。 

・異なる意見を大切にすることを伝える。 

①事例の状況から，適切な罨法の種類について考え

させ，判断した理由をグループ内でまとめ記入させ

る。 

②適した「身の回りにある日用品を工夫した安全で

効果的な罨法」について，材質や形態とその特徴か

ら選んだ理由をまとめさせる。 

・司会，記録，発表，模造紙（プレゼンテーションツ

ール）作成，討議とまとめのタイムキーパーを決め

る。 

・発表の留意点を確認する。 

  身なり，挨拶，声の大きさと速度，要点を明確に，

聞き手の立場に立つ，時間を正確に 

・１グループ３分で発表させる。 

 

・各グループの発表内容に触れながら，安全で効果的

な罨法について再確認させる。 

・学んだことを日常生活において実践することが大切

であることを再度説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全で効果的な

罨法について考察

し，発表している。

〔思考・判断・表

現〕（記録,発表，

行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

高等学校高等学校高等学校高等学校                            のののの事例事例事例事例    

 

 ○ 様様様様々々々々なななな場面場面場面場面でででで創意工夫創意工夫創意工夫創意工夫してしてしてして，，，，安全安全安全安全・・・・安楽安楽安楽安楽をををを図図図図りながらりながらりながらりながら，，，，看護看護看護看護をををを    

実施実施実施実施できるできるできるできる。。。。    

    

    

    

 

○ 今回の改訂では,医療の高度化,患者の高齢化・重症化等に対応し,専門性専門性専門性専門性のののの高高高高いいいい看護判断能力看護判断能力看護判断能力看護判断能力,,,,安全管理技安全管理技安全管理技安全管理技

術術術術やややや医療機器等医療機器等医療機器等医療機器等にににに関関関関するするするする安全安全安全安全でででで確実確実確実確実なななな看護技術看護技術看護技術看護技術を有し,看護倫理・コミュニケーション能力・人権を尊重す

る態度などの豊豊豊豊かなかなかなかな人間性人間性人間性人間性をををを身身身身にににに付付付付けたけたけたけた人材人材人材人材をををを育成育成育成育成するするするする観点から,科目の新設,関連科目の整理再構成を行

っています。 

○ 本事例では、日常生活における体験などの具体的な場面を設定し，既習既習既習既習のののの知識知識知識知識をををを活用活用活用活用してしてしてして思考思考思考思考するするするするとと

もに,グループワークや発表を通して豊かな人間性を身に付け，それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの場面場面場面場面にににに応応応応じたじたじたじた適切適切適切適切なななな方法方法方法方法をををを創意創意創意創意

工夫工夫工夫工夫することができるすることができるすることができるすることができるようになります。 

■  科学的な根拠を明らかにすることで，調べ学習の方法を学べます。事実の裏付けを基にして，自

信をもって自分の考えをもつことができるようになります。科学的な根拠については，出典を明ら

かにさせることで，今後の自己学習に役立てます。 

■ 関心をもって新たな視点で日用品を眺める時間を 

もてるように課題提示をしています。その際に， 

他教科・科目と関連させて考える（理科の熱伝導など） 

ヒントを提示すると良いでしょう。 

    

生徒生徒生徒生徒のののの思考過程思考過程思考過程思考過程にににに沿沿沿沿ったったったったワークシートワークシートワークシートワークシートのののの工夫工夫工夫工夫    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

専門性専門性専門性専門性のののの高高高高いいいい看護判断能力看護判断能力看護判断能力看護判断能力，，，，安全安全安全安全でででで確実確実確実確実なななな看護技術看護技術看護技術看護技術，，，，豊豊豊豊かなかなかなかな人間性人間性人間性人間性をををを身身身身にににに付付付付けたけたけたけた    

人材人材人材人材をををを育成育成育成育成するするするする    

討議討議討議討議によりによりによりにより意見意見意見意見のののの異異異異なるなるなるなる人人人人をををを説得説得説得説得したりしたりしたりしたり，，，，集団集団集団集団としてとしてとしてとして意見意見意見意見をまとめるをまとめるをまとめるをまとめる    

分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい発表発表発表発表のののの仕方仕方仕方仕方をををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

前時の課題（ワークシート） 

提示された事例について 

①事例に適した罨法は何か，その科学的な根拠について記入する。 

②事例に対して，身の回りにある日用品を工夫して，安全で効果的な罨法を考え，記入する。 

■ 自らの考察をさらに深め発展させる，もしくは修正をするために自分の考えを表現する場として

小グループを活用します。 

■ 討議の中から，科学的な根拠を明らかにするための様々な文献を知ることができます。 

■ 日常生活の中の新たな視点から，様々な発見があることを学べるように，一人一人の意見を大切

にし，集団としての意見にまとめていきます。 

■ グループ全員が責任をもって役割を遂行し， 

それに協力することで達成感を感じられるように 

時間とルールを明確にします。 

■ プレゼンテーションツールを作成することで，発表の要点を明確化させます。他のグループのも

のと比較することで，まとめる力が向上します。 

■ 時間内にルールを守って発表するよう指導することが大切です。 

■ 他のグループの発表を聞くことで，幅広い知見と情報を得て，活用することができます。 

 

 

 

 

 

 

言
語
活
動
の
充
実
 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

設定した言語活動を通して育てたい力 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科目  コミュニケーション技術 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 コミュニケーションの基本技術     

□ 本時の目標  「表情の遠近関係」を用いて表情を観察し,その対応を考え表現することができる。 

□ 学習の流れ（１時間目／全１０時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 表情の遠近関係を理解する 

 

 

 

 

２ 表情を観察する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 表情について考察する 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめと次時の予告 

・表情研究者 Schlosberg.H の「表情の遠近関係」に

ついて,図示して説明する。 

・笑顔に近い軽蔑や驚きの表情を理解できるように,

自分の表情を鏡で観察させる。 

 

・二人一組になり,事例を通してお互いの表情を観察

することを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

・相手の表情から３種類の表情が読み取れたか確認さ 

せる。 

・６枚の表情の写真（愛しい）（驚き）（苦しみ）（怒

り）（嫌悪）（軽蔑）を見せ,それぞれの表情があらわ 

す感情は何か記録させる。 

・再度写真を見せ,正答を伝える。 

・気付きを記録する。 

・グループ（８人×５）で気付きを発表し,介護者と 

して必要な心構えを話し合う。 

・発表する。 

 

・利用者の感情表現の察し方,質問の仕方などを提示

し,本時の学習目標に対する取組み状況を評価する。 

・次時までに「身だしなみ」についてワークシートを

学習してくることを伝える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表情を積極的に

読み取り,自らの

表情について考察

できる。〔思考・判

断・表現〕（行動観

察,記録,発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

 ○ 対人援助対人援助対人援助対人援助のののの基本基本基本基本であるであるであるである，，，，介護介護介護介護をををを必要必要必要必要とするとするとするとする人人人人とのとのとのとの信頼関係信頼関係信頼関係信頼関係

をををを形成形成形成形成するためのするためのするためのするためのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション技法技法技法技法をををを習得習得習得習得できできできできるるるる。。。。 

 

    

    

○ 今回の改訂では,少子高齢化の急速な進展に伴い,地域における自立生活支援への志向や福祉ニーズへの

多様な社会福祉に対する国民意識の変化に対応し,多様多様多様多様でででで質質質質のののの高高高高いいいい福祉福祉福祉福祉サーサーサーサービスビスビスビスをををを提供提供提供提供できるできるできるできる人材人材人材人材をををを育成育成育成育成す

る観点から,介護福祉士の資格等にも配慮して,科目の新設を含めた再構成,内容の見直しなどの改善を図っ

ています。 

○ 本事例では,科目「社会福祉援助技術」を名称変更した科目「コミュニケーション技術」のねらいである

高齢者や障害者など介護を必要とする人との信頼関係信頼関係信頼関係信頼関係をををを形成形成形成形成しししし活用活用活用活用するするするする能力能力能力能力をををを育成育成育成育成することに着目し,非言

語的コミュニケーションを通して観察,評価し合い,一人では気付けなかった表情について,その変化を促す

ことが出来るようになります。 

■ 理論的に裏付けされた「表情の分かりにくさ」に気付かせると同時に，生徒全員に手鏡を持参させ

て,自らの表情を観察させることにより，自分の表情を意識することができるようになります。 

■ 他人に表情を観察してもらい,感想を聞くことにより,自分の行動を振り返ることができます。 

    

「「「「表情表情表情表情」」」」がががが関係関係関係関係づくりづくりづくりづくりにににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響にににに気気気気付付付付かせかせかせかせ，，，，自自自自らのらのらのらの「「「「表情表情表情表情」」」」をををを意識意識意識意識しししし工夫工夫工夫工夫させさせさせさせるるるる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

多様多様多様多様でででで質質質質のののの高高高高いいいい福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスをををを提供提供提供提供できるできるできるできる人材人材人材人材をををを育成育成育成育成することがすることがすることがすることが求求求求められていますめられていますめられていますめられています    

「「「「表情表情表情表情」」」」にににに表表表表現現現現されたされたされたされた利用者利用者利用者利用者のののの感情感情感情感情をををを考察考察考察考察することによりすることによりすることによりすることにより,,,,コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの

基本技術基本技術基本技術基本技術をををを習得習得習得習得させるさせるさせるさせる        

■ グループで討議することにより,「表情から感情を察する」ことの難しさを知り,その対処方法に

ついて積極的に思考することができるようになります。 

■  より良い介護を行うための介護者の表情について,考察させることにより，効果的な援助場面を

つくりだす工夫を思考し,非言語的コミュニケーションを意図的に用いることによって，信頼関係

を築くことに気付くことができます。 

 

＜事例＞ 

ＡがＢに話しかける。Ｂは,３種類の感情を持ちながらＡに表情で返す。 

介護者Ａ「Ｂさんは,絵がお上手なのですね。」 

利用者Ｂ≪まあうれしい≫（喜び） 

    ≪なぜ知っているのかしら≫（驚き） 

    ≪あなたに何がわかるの≫（軽蔑） 

 

 

 

 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

レポート作成者 

評価項目 

 

 

必要な情報が十分に記されている ２・１・０ 

要約が分かりやすく書かれている ２・１・０ 

感想・疑問が掘り下げられている ２・１・０ 

読む人に興味をもたせる工夫がある ２・１・０ 

クイズで新たな知識が得られた ２・１・０ 

クイズの出題が工夫されている ２・１・０ 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 「新書」レポート交流        

□ 本時の目標 ・「新書」をレポートの形式でまとめ，発表の仕方を工夫することで，収集した情報をより

深く理解することができる。 

        ・「評価表」をもとにしながら，話し合いをすることで，根拠を明らかにしながら自分の考え

を説明することができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全４時間） 

 《前時までの活動内容》夏休み等の長期休業を利用して，学校が指定した新書を関心のある分野から一冊読

み，学習活動２に必要な課題１～課題４（課題１ 内容の要約，課題２ 感想・疑問，課題３ この本のこ

こがおすすめ！，課題４ ぷち○○○○クイズ）を踏まえた上で，「新書」レポートを完成している。 

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 「新書」レポート交流の確

認 

 

 

２ 指定されたグループ内で各

自が作成した「新書」レポー

トの内容を発表する。 

 

 

 

 

３ 各グループからレポート部

門とクイズ部門の代表者を決

定する。 

 

 

 

 

４ 本時の活動を振り返る。 

・ 「新書」を読んで学んだことを共有できるよう工夫させ

る。 

 

 

・発表時間を考慮した上で，自分の発表のポイントに

軽重をつけ，他の人に分かりやすい発表にさせる。 

・ぷち○○○○クイズについては，この本から得られ

た知識をもとに難易度の違うクイズを３問（３択ま

たは○×）作る。 

 

 

・評価表を書きます。個人別・項目別の３段階評価さ

せ，特によい発表，クイズについて，具体的に理由

を書かせる。また，全員の評価をグループ内で提示

して，グループ内で話し合い代表者を決定させる。 

 

 

・グループ代表者をどのようにして決定したか，グル

ープごとに発表させる。 

・本時の学習目標に対する取組み状況を評価する。 

・次時の「新書」レポート発表会＆クイズのルール等

を伝える。 

 

 

 

 

 

 

・他者の発表から

自分の発表の改善

点について考え，

発表方法を工夫す

ることができる。 

〔活動について思

考・表現〕（行動観

察，発表，レポー

ト・記録用紙の記

述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学習活動２の新書レポート発表は，「新書」を読んで，何が書いてあったかを相手を意識した上で他

の人に分かるようにレポート内容をまとめて発表することが大切です。発表時間が４分の場合，何を

どのような順番で発表するかということが重要になってきます。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「グループ代表を決定する」という話し合いの見通しが持てるように，評価表を活用しましょう。

発表するときのポイントだけではなく，グループ代表者の決定方法を発表する時にも役立ちます。 

 

 

 

■ このような取組みによって，  

考えの根拠が明確になるので， 

代表者を選ぶ話し合い活動が充 

実します。また，今後，自分が 

発表するときのポイントも明確 

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

○ 今回の改訂で，内容の取扱いについての配慮事項において，「問題の解決や探究活動の過程においては，

他者と協同して問題を解決しようとする学習活動や，言語により分析し，まとめたり表現したりするなど

の学習活動が行われるようにすること」が示されました。 

○ 本時の学習活動２の「新書」レポートをグループ内で発表する学習を通して，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして自分自分自分自分

のののの考考考考えをえをえをえを説明説明説明説明するするするすることができるようになります。また，友だちの発表を聞いたり，自分の発表の仕方を工

夫したりすることで自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めたりめたりめたりめたり，，，，協同的に取り組むことの大切さを実感することができます。 

    相手相手相手相手をををを意識意識意識意識したしたしたした発表方法発表方法発表方法発表方法をををを工夫工夫工夫工夫させるさせるさせるさせる。。。。    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

他者他者他者他者とととと協同協同協同協同してしてしてして課題課題課題課題をををを解決解決解決解決しようとするしようとするしようとするしようとする学習活動学習活動学習活動学習活動をををを重視重視重視重視    

    評価表評価表評価表評価表をもとにをもとにをもとにをもとに話話話話しししし合合合合いをさせるいをさせるいをさせるいをさせる。。。。    

「グループ代表を話し合いで

決定しましょう。」 
工夫 

「評価表をもとにしながら，グループ代

表を話し合いで決定しましょう。」 

①内容の要約（１分），②

感想（１分），③この本の

ここがおすすめ！（1.5

分），④クイズ(0.5 分)の 4

項目を踏まえて内容を分

かりやすく伝えましょう。 

工夫 

（相手の興味・関心が高いと思われる場合）はじめに，

①この本のここがおすすめ！（3.5 分）で，内容の要約

を含めて，この本で学んだことを説明し，推薦したい部

分を強調し，その後，②クイズ(0.5 分)を行う。 

（相手の興味・関心が低いと思われる場合）はじめに，

①クイズ（2分）で関心を高め，その後，②内容の要約

を行い，感想をまとめて発表する。（2分） 

高等学校高等学校高等学校高等学校                                                    のののの事例事例事例事例    

 

○○○○    発表方法発表方法発表方法発表方法をををを工夫工夫工夫工夫しししし，，，，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを説明説明説明説明するするするする

ことができることができることができることができる。。。。        

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力，，，，

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

・  

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■  次の例に示すようなワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするすることで，自分の考えを明確にして相手に伝えたり，

お互いの情報を整理，比較したりすることができます。  

☆☆☆☆自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを明確明確明確明確にするためのにするためのにするためのにするためのワークシートワークシートワークシートワークシート例例例例        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□□□□ 科目  特別活動（ホームルーム活動） 

□□□□ 学年  第２学年 

□□□□ 単元名 主体的な進路の選択と将来設計 

□□□□ 本時の目標  「私の進路について」をテーマとした作文を結論や理由を明確に発表するとともに，気付

いたことや感じたことなどについて話合うことで，自己の進路や将来についての考えを深め

ることができる。 

□□□□ 学習の流れ（３時間目／全３時間） 

  《前時までの活動内容》各グループの代表者がＨＲ全員の前で作文を発表する。前時は，各グループ内

で一人一人が作文を発表し，各グループから代表者を一名選出している。 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の目標を確認 

 

 

２ 作文「私の進路について」

の発表 

 ○ 各グループの代表者が順

番に発表する。 

○ ワークシートへ記入す

る。 

３ 発表の振返り（まとめ） 

 ○ グループごとに役割分担

を行う。 

○ ワークシートを基に，一

人一人が発表する。 

○ グループの意見をまとめ

る。 

    

 

４ 気づきの発表 

 ○ 各グループの記録者が，

まとめた意見を発表する。 

   

５ 本時の振返り 

 ○ 担任によるまとめ 

 

・自己の進路や将来について考えを深めさせる。 

 

 

・伝えたいことを相手に分かりやすく伝えるよう，工

夫させる。 

・発表の前後にはクラス全員で拍手する。【Ａ】 

・発表を聞く態度を指導する。【Ｂ】 

・自分の考えとの共通点や相違点を見つけながら，発

表の良かった点（内容や仕方）を考えさせる。 

 

・司会，記録，計時係（タイムキーパー）などの役割

を決める。【Ｃ】 

・結論先行で，結論や理由を明確にして相手に分かり

やすく伝える。 

・生徒相互で話合い，グループとしての意見をまとめ

る。【Ｄ】 

 

 

・結論先行で結論や理由を明確にして相手に分かりや

すく伝えていく。 

 

 

・担任が発表内容等と関連づけて，担任自らが進路選

択に当たって苦労した事や，悩んだ事などを語る。                

【Ｅ】 

・発表を聞く態度を肯定的に評価していく。【Ｆ】 

 

 

 

 

 

 

・聞き手が発表者

の意図する事を

的確にとらえて

いる。〔思考・表

現〕（観察・ワー

クシート） 

 

・自分の意見を明

確にし，かつ，

相手の意見を尊

重してグループ

の意見をまとめ

ている。〔思考・

表現〕（観察・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    
高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

○ 言言言言いたいことをいたいことをいたいことをいたいことを明確明確明確明確にしてにしてにしてにして書書書書くくくく，，，，根拠根拠根拠根拠をもってをもってをもってをもって話話話話すなどのすなどのすなどのすなどの活動活動活動活動をををを通通通通

してしてしてして，，，，相手相手相手相手にににに分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく伝伝伝伝えることができるえることができるえることができるえることができる。。。。    

○ グループグループグループグループ内内内内でのでのでのでの話合話合話合話合いをいをいをいを通通通通してしてしてして，，，，相手相手相手相手のののの伝伝伝伝えたいことをえたいことをえたいことをえたいことを的確的確的確的確にとらにとらにとらにとら

えたえたえたえたりりりり，，，，自分自分自分自分のののの意見意見意見意見とととと比較比較比較比較してしてしてして，，，，共通点共通点共通点共通点やややや相違点相違点相違点相違点などをなどをなどをなどを見見見見つけたりすつけたりすつけたりすつけたりす

るなどるなどるなどるなど，，，，情報情報情報情報をををを整理整理整理整理しししし，，，，思考思考思考思考をををを深深深深めることができるめることができるめることができるめることができる。。。。 

 

■  「自己決定の場を与える」「自己存在感を与える」「共感的人間関係を育成する」の三つの機能を生か

すことにより，発表発表発表発表やややや話合話合話合話合いをいをいをいを充実充実充実充実させさせさせさせ，，，，自己指導能力自己指導能力自己指導能力自己指導能力をををを育成育成育成育成するするするすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    発表発表発表発表やややや話合話合話合話合いいいい活動活動活動活動をををを充実充実充実充実ささささせるためにせるためにせるためにせるために，，，，生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの三機能三機能三機能三機能をををを生生生生かすかすかすかす    

 

 

 

○ 今回の改訂では，内容の取り扱いについての配慮事項として，「〔ホームルーム活動〕及び〔生徒会活動〕

の指導については，…よりよいよりよいよりよいよりよい生活生活生活生活をををを築築築築くためにくためにくためにくために集団集団集団集団としてのとしてのとしてのとしての意見意見意見意見をまとめるをまとめるをまとめるをまとめるなどの話合い活動や自分自分自分自分たたたた

ちできまりをつくってちできまりをつくってちできまりをつくってちできまりをつくって守守守守るるるる活動活動活動活動，人間関係人間関係人間関係人間関係をををを形成形成形成形成するするするする力力力力をををを養養養養うううう活動活動活動活動などを充実するよう工夫すること」と

いう文言が加わりました。 

○ 学習指導要領解説に，「具体的には，人生人生人生人生とととと生生生生きがいきがいきがいきがい，，，，３０３０３０３０年後年後年後年後のののの私私私私などのなどのなどのなどの題材題材題材題材をををを設定設定設定設定しししし，，，，…………感想文感想文感想文感想文のののの作作作作

成成成成，，，，発表発表発表発表，，，，話合話合話合話合いといったいといったいといったいといった活動活動活動活動」」」」をををを展開展開展開展開するするするするよう例示がなされています。本時においては，今回の改訂で

各活動各活動各活動各活動・・・・学校行事学校行事学校行事学校行事でででで扱扱扱扱うべきとしてうべきとしてうべきとしてうべきとして明示明示明示明示された内容のうち，ホームルーム活動「（３）学業と進路 カ 主

体的な進路の選択決定と将来設計」を扱い，感想文を作成し，それを発表するという活動を設定しました。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

感想文感想文感想文感想文のののの作成作成作成作成，，，，発表発表発表発表，，，，話合話合話合話合いなどのいなどのいなどのいなどの活動活動活動活動のののの展開展開展開展開をををを重視重視重視重視    

    自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを明確明確明確明確にするためににするためににするためににするために，，，，ワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするする    

 

発表の内容 表現の方法 

発表者 

伝えたいこと（結論） 理由等 工夫していること 理由等 

     

【 発表の良かった点について 】※結論先行で考えをまとめ，発表すること。 

 

各自，希望する役割に立候補させ，話合い

で決定させる。 

 

 

 

 

生徒指導

の三機能 

指導内容等 

自分自身がかけがいのない存在であるこ

とを実感することから，相手を思いやる

ことができ，相手にわかりやすく伝える

ことができる。 

自分のためにもなり，人のためにもなる

ことを基準に，相手の意見との共通点や

相違点を見つけることができる。 

教師と生徒及び生徒相互の人間的ふれ

あいが深まることから，相手を受容し

ながら思考を深めることができる。 

自己指導能力の育成 

お互いの意見を尊重し，意見をまとめさせ

る。 

Ｃ 

Ｄ 

教師が発表内容や発表を聞く態度等を評

価し，生徒に伝える。 
Ｆ 

 
Ｅ 

     

 
Ａ 

     

 
Ｂ 

拍手をすることにより，感謝の気持ちを伝

えていくことの大切さを理解させる。 

発表者の方に顔や体を向けるなど，話を聞

く姿勢が相手を大切にすることに繋がる

ことを理解させる。 

自己決定

の場を与

える 

 

自己存在

感を与え

る 

 

共感的人

間関係を

育成する 

 

教師自ら，自己開示を行う。 

発表や話合いの充実 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
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